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第 221 回東三河午さん交流会 

第 449 回東三河産学官交流サロン 

◆NEWS CENTER  ・・・東三河懇話会のニュース・地域のニュース 

◆SALOON REPORT・・・東三河懇話会講演録 

◆会員関係者の動静、伝言板 
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第４４６回 東三河産学官交流サロン－令和３年１２月２２日開催－
内山 直樹氏「システム工学の産業応用」
山口 雄大氏「社会インフラを支えるドローンの活躍と未来への可能性」 

第４４７回 東三河産学官交流サロン－令和４年１月１８日開催－
蒔田 寛子氏「訪問看護師の在宅療養支援　生活と医療の統合 」
矢野 浩二氏「東三河振興ビジョン2030について」

第４４８回 東三河産学官交流サロン－令和４年２月２２日開催－
熱田 洋一氏「バイオマス利活用事業をもっと身近にもっと確実に

　～㈱豊橋バイオマスソリューションズが考える脱炭素･地域資源循環型社会～」

上村 哲司氏「倒産事例から学ぶ景気後退期２年目の戦略」

第２１９回 東三河午さん交流会－令和４年２月４日開催－
山田 晋平氏「どうしてわたしは豊橋に住んでいるのか？」

第２２０回 東三河午さん交流会－令和４年３月４日開催－
柳田 知可氏「心の鏡で見えてきたこと ～自分らしさを見つけて～ 」

第５回 東三河グローアップミーティング－令和４年１月２５日開催－
細戸 　建氏「SDGsの基本理解と企業活動への実装」

会員関係者の動静、伝言板 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 21

2022年4月vol.94

東三河懇話会 会報誌



 

1 MIKAWA-NAVI vol.94 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

東三河産学官交流サロンの第 447回が、1月 18日(火)

午後 6 時より、ホテルアークリッシュ豊橋 5 階ザ・グレ

イスにて開催された。参加者は 78名(オンライン参加 12

名含む)。豊橋創造大学保健医療学部看護学科学科長・

教授の蒔田寛子氏が「訪問看護師の在宅療養支援～生活

と医療の統合～」、愛知県東三河総局長の矢野浩二氏が

「東三河振興ビジョン 2030 について」をテーマに講演さ

れた。 

第 448回は、2月 22日(火)午後 6時より、ホテルアー

クリッシュ豊橋 5 階ザ・グレイスにて開催された。参加

者は 63 名(オンライン参加 17 名含む)。㈱豊橋バイオマ

スソリューションズ代表取締役社長で豊橋技術科学大学

客員准教授の熱田洋一氏が「バイオマス利活用事業をも

っと身近にもっと確実に～㈱豊橋バイオマスソリューシ

ョンズが考える脱炭素・地域資源循環型社会～」、㈱ジュ

トク代表取締役社長の上村哲司氏が「倒産事例から学ぶ 

景気後退期 2年目の戦略」をテーマに講演された。(以上

の講演内容は本号に掲載) 

第 449 回は、3月 15(水)午後 6時より、ホテルアーク

リッシュ豊橋 5 階ザ・グレイスにて開催された。参加者

は 73名（オンライン参加 18名含む）。愛知大学法学部准

教授の木村義和氏が「今、なぜ、フランチャイズ取引適正

化法が必要なのか」、国土交通省中部地方整備局 設楽ダ

ム工事事務所長の真鍋将一氏が「ダム建設・インフラ分

野のデジタル・トランスフォーメーション(DX)」をテーマ

に講演された。 (講演内容は次号掲載予定)  

 

 

 

 

 

東三河午さん交流会の第 219 回が、2 月 4 日(金)午前

11時 30分より、ホテルアークリッシュ豊橋 4階ザ・テラ

スルームにて開催され、26名が参加した。舞台映像作家

で㈱青空代表取締役の山田晋平氏が、「どうして私は豊橋

に住んでいるのか？」をテーマに講演された。 

第 220 回は、3 月 4 日(金)午前 11 時 30 分より、ホテ

ルアークリッシュ豊橋 4 階ザ・テラスルームにて開催さ

れ、36名が参加した。視覚障がい者団体「さくらんぼ」

代表の柳田知可氏が、「心の鏡で見えてきたこと～自分ら

しさを見つけて～」をテーマに講演された。(以上の講演

内容は本号に掲載) 

 

第 221回は、4月 1日(金)午後 11時 30分より、ホテ 

ルアークリッシュ豊橋 4 階ザ・テラスルームにて開催さ

れ、29名が参加した。(公財)豊橋みどりの協会の河邉誠

氏が、「木と人のきずなからつくる豊かな暮らし」をテー

マに講演された。(講演内容は次号掲載予定) 

 

 

 

 

東三河懇話会の法人・特別会員の登録メンバーによる

「第 5回東三河グローアップミーティング」が、1月 25日

(火)午後 6 時よりホテルアークリッシュ豊橋 5 階ザ・グ

レイスにて開催され、32 名(オンライン参加 10 名含む)

が参加した。㈱新東通信/(一社)中部 SDGs 推進センター

の細戸健氏が、「SDGsの基本理解と企業活動への実装」を

テーマに講演された。（講演内容は本号に掲載） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三河港未来戦略会議の第 62回研究交流会が、2月 16日

(水)午後 2時より、豊橋商工会議所 5階 508会議室にて開

催され、34名が参加した。日本自動車輸入組合副理事長兼

専務理事の入野泰一氏が、「JAIA 活動と今後の輸入車市場

の展望」をテーマに講演された。 

 

 

 

 

第 28回地域関連研究発表会が、3月 11日(金)午後 1時

より、em CAMPUS STUDIO 5階 会議室 ROOM#１にて開催さ

れた。豊橋技術科学大学、愛知大学、豊橋創造大学、愛知

工科大学の学生 8 名が、地域に関連深い研究成果の発表

を行い、35名(オンライン参加含む)の行政・企業・市民

の方々が聴講した。 

 

第 62 回 研究交流会開催 

■三河港未来戦略会議 

■東三河懇話会／(公社)東三河地域研究センター 

第４４７回・４４８回・第４４９回 

東三河産学官交流サロン開催 

■東三河懇話会／(公社)東三河地域研究センター 

第２１９回・第２２０回・第２２１回 

東三河午さん交流会開催 

第 28 回 地域関連研究発表会開催 

第5回 東三河グローアップミーティング開催 

■東三河懇話会／(公社)東三河地域研究センター 

■(公社)東三河地域研究センター 
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私の研究室名は、システム工学研究室という非常に幅

広い名前になっている。工学部は通常、機械、電気、情

報、物質などに分野が分かれていて、機械システム、情

報システムなど、いずれの分野でもシステムという言葉

が使われる。システム工学は分野横断的な学問だと言わ

れており、色々な現象を数学的にモデル化し、それを使

って最適化・制御することが基本である。 

各分野で腰を据えて深掘りすることを農耕民族型と言

うことがあるが、我々はテーマに応じて獲物を取りに行

くため対照的に狩猟民族型と言われる。最適化するため

に現象を数学的にモデル化し、また、最適になるよう制

御することが多いため、システム工学の中では最適化が

最も重要だと考えている。そこで本日は、「最適化」の産

業応用についてお話したいと思う。 

 

 

最適化問題の例として最も基本的な、「巡回セールスマ

ン問題」がある。スタート地点から一軒一軒訪問して回

る際に、最も距離が短くなるルートを探すものである。

近い順に回るのは最適ではなく、より効率的に訪問でき

る最適解がある。 

最適化問題は様々なところに使うことができるが、最

初に問題の定式化を行う。まず、問題をはっきりさせな

ければならない。この場合の目的は、「移動距離を最短に

する」ことで、変数(変えられるもの)は「移動順」、制約

条件は「すべての家を一度ずつ訪問」することである。

このように問題をはっきりさせることが重要で、解法は

多くあるため、問題を式にして解法に当てはめれば答え

が出る。 

 これは基本的な考え方で、ロジカルシンキングや三段

論法、スワット分析のように考え方の枠組みの一つにな

るのではないだろうか。何をしたいのか、何を最大にし

たいのかをはっきりさせて、何が変えられるのか、制約

は何かを考える。これは思考を整理する一つの枠組みだ

と考えている。 

 参考に、東大の新井民夫教授の『配偶者の選び方に関

する工学的考察』をご紹介させていただく。この内容は

1998 年にホームページに掲載されている。新井教授は、

「工学部の学生諸君を見ていると、就職先の選択には時間

をかけるが、配偶者の選択になると受け身の人を多数見

掛ける。自分はどういう人が好きなのか、どういう人と

一緒になりたいのかを、一つの最適化問題として目的を

はっきりさせ、能動的に選んでいくべきではないか」と

学生を鼓舞しており、「それは人生にとって非常に大事な

ことだ」と言っている。現在もホームページに載ってい

るため、読んでいただければと思う。 

 

 

・半導体のウエハ搬送ロボットの最適制御 

 私が行っていることは、まず、先ほどお話した「目的」、

「変数」、「制約」の 3つをはっきりさせることである。産

業機械への応用例として、シンフォニアテクノロジー株

式会社の「半導体のウエハ搬送ロボットの最適制御」が

ある。防じんのための外枠の中で、ある点からある点ま

で最も早く、しかも振動せずに動かしたいという相談を

受けた。目的は「移動時間を最小に」することで、「モー

タ指令値」を変数に、「モータ性能、衝突回避、振動抑制」

を制約として定式化し、最適化問題を解く。モータ性能

の範囲で高速に動かす場合、何も考慮しないと振動が起

こるが、最適化することで、ほとんど移動時間を変えず

に振動が起こらないような軌道を出すことができた。 

・大型クレーンの最適動作軌道生成 

 コベルコ建機株式会社とは、「大型クレーンの最適動作

軌道生成」のプロジェクトを実施している。目的は移動

時間を最小にすることで、大型のクレーンはたわむため、

その特性を考慮し、油圧モータの指令値を変える。そし

て周辺のビルへの衝突を回避し、かつ吊荷の振動を抑え

るという最適化問題を解いている。小型クレーン装置を

研究室に設置して実証実験を行い、現在は実際のクレー

ンへの応用を始めているところである。 

・産業機械の省エネルギー動作 

 こちらは東三河の企業ではないが、「産業機械の省エネ

ルギー動作」では、エネルギーを最小にすることが目的

である。工作機械は世界中の工場で利用されており、加

速して、定速で動き、減速するという台形の軌道でテー

ブルを動かすことが多い。複雑な軌道は使えないため、

このパターンで動かして欲しいという企業は多くある。

この事例では、地球環境や資源問題から少しでもエネル

ギーを減らしたいということで、加速時間を変え、台形

●はじめに 

「システム工学の産業応用」 

豊橋技術科学大学  

機械工学系 教授 内山 直樹氏 

東三河産学官交流サロン 第446回 

●最適化問題の例 

●産業機械への応用例 
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速度軌道に限り、総移動時間と移動量(面積)は変えずに

実験を行った。60回程動かして平均を取ると、最適解で

はエネルギーが 62％も減ることが分かった。加速時間を

変えるだけでエネルギーが大きく変わるため、関心があ

る方は是非ご検討いただきたいと思う。 

・バッテリーローダー 

 続いて、浜名エンジニアリング株式会社のバッテリー

ローダーをご紹介する。ガントリーローダーは、電源ケ

ーブルを用いるとケーブルが傷んでしまうが、バッテリ

ーで動かせば旋回動作もできるようになる。バッテリー

ローダーでエネルギーを抑えたいということで、設計も

お手伝いさせていただいた。ガントリーローダーは台形

の軌道で動いているが、停止時に発生する残留振動もな

くして欲しいということで、目的はエネルギーを最小に

すること、停止時の振動をなしにするという制約になる。

解析したところ、加速と定速の時間 t1＋t2を振動周期の

倍数にすると残留振動が全く出なくなることが分かった。

重りを少し上げると振動周期が変わり、それに応じて t1、

t2を設定すると、高速で動いていても最後にはピタリと

振動が止まった。振動抑制と省エネルギーという成果が

得られ、浜名エンジニアリング株式会社でデモ用の装置

も作ってくれている。 

・屋外清掃ロボットの開発 

 トーヨーメタル株式会社と手掛けた移動ロボットは、

芝刈りロボット Miimoなどの発展例である。Miimoはワイ

ヤを張った境界を検出して方向転換し、ランダムに動い

て芝を刈り取る。しかし廃棄物処理のリサイクル業者で

あるトーヨーメタル株式会社では、広大な敷地を掃除す

る必要があり、ランダムではなかなか掃除が終わらない。

テニスコートを整備するようなきちんとした軌道でなけ

ればならないということで、軌道生成の研究に取り組ん

でいる。 

軌道には時間、距離、エネルギーなど考慮すべき点が

数多くあり、全領域をカバーする必要がある。また、こ

のロボットは横には行けないとう特性も考慮しなければ

ならない。私どもは、領域が事前に分かっている場合と

分かっていない場合で、直線を多用するような軌道を生

成する方法を考えた。既存の方法に比べると、エネルギ

ーや時間が小さくなるといった結果が得られた。ロボッ

トをつくり、リサイクルセンターで屋外清掃の実験等を

行っている。 

・堆積物自動搬出システムの構築 

 トーヨーメタル株式会社とレンテック大敬株式会社、

技科大で手掛けているのは、「堆積物自動搬出システムの

構築」である。リサイクル材料処理ということで、まず

画像処理で堆積の領域を認識する方法を考案した。ここ

にも最適化を使っている。最適位置を検出し、それをシ

ョベルで自動搬送して、ベルトコンベヤーに載せていこ

うということで、実際にショベルで実験を始めている。

位置を見つけるときに、高さを判断し、また傾いている

所を選ぶと危ない場合があるため、堆積物の状態等を総

合的に評価し、ここを選べばよいという場所を最適化で

求めている。変数は位置で、ショベルの特性や状態を制

約としている。 

・ロボットによる複雑な木材形状加工 

 次に、宮川工機株式会社と協力している仕事をご紹介

する。ロボットでは金属加工は難しいが、木材は加工で

きる。ただ、ロボットは工作機械のようには作られてい

いないため、使っていると位置がずれてくることがあり、

それを自動補正したいということであった。現在はカメ

ラの性能が非常に良くなっているため、マーカーから位

置を検出し、カメラの計測位置とロボットの動作指令値

との差を最小化するようにロボットのパラメーターを推

定し、誤差が少なくなるよう調整するという研究である。 

ロボットを動かし、カメラで先端の位置を撮り、コン

ピューターで解析して、誤差がこれぐらいあるので補正

値を最適化するといったイメージで現在も研究している。

補正有無でのツール先端位置誤差を比較してみると、補

正前は位置誤差がかなり大きいのに対し、現在の方法で

補正したものはほとんどゼロになっており、最適化問題

は計測にも十分使うことができる。モノを動かすだけで

はなく、キャリブレーション、校正にも使えるというこ

とである。 

・ワイパー動作軌道の最適化 

 株式会社デンソーとは、ワイパー動作の最適化を共に

行っている。ワイパーは状況によってはピラーにぶつか

ってしまうため、ワイパー動作でのオーバーランを低減

するように最適化に取り組んでいる。 

・多目的最適化の例 

 テーブルの制御では移動時間とエネルギーにはトレー

ドオフがある。速く動かすとそれだけエネルギーを使う

ため、そのトレードオフを両方考慮しながら最適化する

「多目的最適化」といったことも行っている。 

 

 

 本日は産業応用についてお話させていただいたが、シ

ステム最適化は、幅広く応用できるものである。配偶者

を見つける問題は極端な話だが、制約の中で最適化する

解を求めることは工学そのものではないかと思っている。

何をしたいのか、何を変えられるのか、制約が何かとい

うことをはっきりさせる。解法は現在数多くあるため、

それを用いて比較的容易に答えを得る流れになっている。 

応用を色々とご紹介させていただいたが、私どものポ

イントは、ハードウエアはほとんど変えず、ソフトウエ

アのみを変えている点である。ソフトを変えるだけでエ

ネルギーを 50％減らしたり、振動を抑えたりすることが

できる。ハードウエアを更新しなくても、ソフトウエア

を変えるだけで性能向上するため、比較的容易に使うこ

とができる。興味がある方には、是非またお話をさせて

いただければと思う。 

●まとめ 
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 ブルーイノベーションは、ドローン・ロボットインテ

グレータのパイオニアである。1999年の事業開始当初は、

海岸の防災コンサルティング事業を行っており、過去か

ら現在までの空撮を国土地理院から入手し、海岸の状況

をモニタリングしていた。ところが災害直後の空撮は入

手困難なため、何か良い方法はないかと探していた時に

東京大学の鈴木教授との出会いがあった。 

 東京大学では御巣鷹山のジャンボ機墜落事故をきっか

けに、ジャンボ機の翼が破損しても自動で制御、飛行で

きるシステムの研究開発を行っていた。当時は飛行ロボ

ットと呼ばれていたドローンを活用して研究開発を行っ

ており、地上局から上空の経路を設定できるため海岸モ

ニタリングに最適ということで、弊社もそこからドロー

ン事業に注力していった。 

 現在は、文京区に本社を構え、ラボではドローンを活

用したセンシング制御の開発研究等を行っており、ドロ

ーン業界では古参である。弊社が事務局を運営する一般

社団法人 JUIDA は国内最大のドローン業界団体で、会員

数は 20,000名以上を誇る。産官学の取組でドローンの安

全ガイドライン作成に携わっており、2015年の首相官邸

へのドローン墜落事件後には JUIDA の安全ガイドライン

は航空法改正に貢献した。特筆すべきは技能証明証発行

等、全国に先駆けてドローンの認定スクール制度を導入。

現在、日本全国で 240 校以上のドローンスクールを運営

し、19,000名以上のドローンパイロットを輩出している。 

 日本国内には、2021年時点で 2,000億円弱規模のドロ

ーン市場がある。ドローンは最初に農業、測量、空撮の分

野で発展したが、現在、最も注目されているのは点検の

分野である。さらに今後は、物流や空飛ぶ車などの分野

での活用も期待されている。本日は、点検分野について

お話したいと思う。 

 

 

 弊社が点検している施設は、直近 3 年間で 200 箇所以

上に上る。製造業や通信業界あるいは官公庁施設等、幅

広い施設での点検経験を基に、プラントや工場施設点検

における課題とドローン導入のメリットをご紹介する。 

 プラントや工場施設の点検における課題の 1 点目は、

「危険作業」である。狭小空間や一酸化中毒や酸欠の危険

がある場所、高所での作業では、死亡事故や労働災害が

発生するリスクが高い。2点目に、「目視検査における膨

大なコスト」がある。人件費の高騰や、高所では足場やク

レーンなどのコストも発生する。3点目は「労働力不足」

である。高度経済成長期に多く建設された社会インフラ

設備は、40年以上経って点検需要が高まっているが、点

検員が高齢化し熟練者が減る一方で、人手不足により新

たな人材確保が難しい。4点目が「点検作業の属人化」で

ある。大人数の目視検査では検査結果や評価にばらつき

が出ることや、手書きのチェックリストでデータ化され

ていないことが課題である。 

 それらの課題に対して、ドローンを導入するメリット

として、①安全性の確保、②作業効率の向上、③コスト削

減、④予兆保全の 4 つが挙げられる。しかしながら、ド

ローンを触った経験がない方は不安だろうし、経験があ

る方も失敗談等があるだろう。例えば、墜落して施設を

傷付けてしまう不安や、ドローンを操縦できる人がいな

いといった悩みもあるだろう。弊社では、点検場所・施設

にあわせた「機体選定」による「安全確保」が重要だと考

えている。 

 

 

 

 ドローンは屋外を飛行する機体だけではなく、屋内を

飛行する機体もある。屋内では GPS が入らず位置情報が

掴めないため、屋外用ドローンでは暴走してしまう恐れ

があるが、屋内用ドローンであれば、安定した飛行が可

能である。また、水中用のドローンを活用することで、下

水道管内や桟橋等の水中点検にも活用できる。 

 屋内点検で使用される球体ドローン「ELIOS２」は、直

径 40cmほどの大きさで、屋内の狭小空間や暗所、高所の

点検に適したドローンである。7カ所に搭載されたセンサ

ーを活用して非 GPS 環境下でも安定した飛行ができる。

また、非常に明るい LED ライトを照射することが可能で

ある。明るさは 1 万ルーメンで、これは車のヘッドライ

トと同等以上である。補助ライトの設置なしで鮮明な映

像の取得が可能で、動画の画質も 4K やフル HD となって

いる。さらに、カメラおよびライトの角度を真下から真

上まで向けることができるため、狭小空間の床面から天

井部の撮影まで対応可能なドローンである。 

「社会インフラを支える 

ドローンの活躍と未来への可能性」 

東三河産学官交流サロン 第446回 

ブルーイノベーション(株) 

ソリューション営業部 山口 雄大氏 

●ブルーイノベーションのご紹介 

●プラント・工場施設点検、4つの課題 

●ドローン点検ができる場所・対象施設と機体
選定のポイント 
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 狭いマンホールの中でも非常に安定した飛行ができ、

通常のドローンでは障害物センサーの影響で狭小空間で

は前に進めないこともあるが、全方位ガードに覆われて

いるため、ぶつかっても前に進むことができる。仮に壁

にぶつかっても全く問題なく飛行でき、機体が反転して

も元に戻るという優れた制御機能もある。また、防じん

モーターを搭載しているため、粉じん環境下でも左右の

みのライトに切り替えることによってホワイトアウトす

ることなく鮮明な映像を取得することができる。 

 屋外点検において最もポピュラーなドローンは DJI の

「Matriceシリーズ」で、耐風性能は 15m/sと非常に強い

風にも耐え得る機体である。主に産業用途で使われてい

る機体で、非常に優れた測位性能と障害物の検知機能が

あり、初心者でも安定した飛行が可能となる。赤外線カ

メラとズームカメラを搭載しており、機能を使い分けな

がら屋外の撮影をすることができる。 

 水中点検に使用可能な水中ドローン「FIFISH V6」は、

操縦者の送信機と機体が 200m の有線ケーブルで繋がれ

ている。水中の撮影はもちろん、水上にもカメラ部分を

出せる機体であれば点検の幅が広がる。潮の流れが速い

空間でも安定した潜水が可能で、ライトも付いているた

め、水中でも非常に鮮明な映像を取得することができる。 

 

 

 具体的な点検事例を紹介する。まず、屋内の煙突内部

の点検では、パイロットは危険設備の内部には入らず、

施設の外からタブレットを見ながら手動で飛行操作を行

う。マンホールは 40cm以上の大きさであればドローンを

中に投入することができ、タブレットに見えている映像

を基に操縦しながら点検を行う。これまで煙突内部には

ゴンドラや足場の準備が必要で数日掛かっていたが、ド

ローンを活用することで、数時間で内壁全体をスクリー

ニング撮影することができたという実績もある。 

 タンク・ボイラーの事例では、屋外では「Matriceシリ

ーズ」を、屋内では「ELIOS２」を使って撮影している。

Matriceに搭載した光学 30倍ズームカメラにより、防爆

エリア外から近接撮影と同じような写真を撮影できる。

ELIOSに搭載された強力なライトにより、照明施設のない

ボイラー内部でも鮮明な映像を取得できる。 

 静岡市で行った下水道点検では、「ELIOS２」を活用する

ことで、点検員が立ち入ることによる有毒ガスのリスク

を排除し、図面にない配管の発見などの成果も得ている。 

 その他にも数多くの現場があり、煙突内部、タンク・ボ

イラー、配管や下水道周りの点検といったご要望が非常

に多い。一方で、橋梁下部や橋桁内は屋外であるものの

GPSが入らないという環境のため、GPSがない空間でも安

定して飛行できる「ELIOS２」が活用されている。 

 このように、環境に応じて機体や搭載機器を変えるこ

とで様々な点検に対応することができる。 

 また、ドローンはただ撮影するだけではなく、3Dモデ

リングの作成や解析にも活用される。例えば、図面のな

い設備の現状把握や、将来の設備の改修や撤去にも活用

される事例が数多くある。これは、ドローンが撮影と同

時に位置情報も取得するため可能なことで、屋外であれ

ば GPS により取得が可能で、GPS が入らない屋内の空間

では、ドローンに備えられたセンサーにより、離陸開始

したポイントから xyz の座標で割り出すことが可能であ

る。このように、どの位置にどのような不具合があった

かを把握することができる。 

 

 

 ドローンの導入方法は、使用頻度によって「自社で購

入」、「サブスクリプション方式の利用」の他、「ドローン

による点検作業そのものを委託」の 3 つに分けられる。

ドローン業界では、機体の販売だけではなく、サブスク

リプション方式や月額制のサービスの提供、半日や 1 日

単位で委託を受けて点検するサービスが増えており、一

昔前と比べ非常に活用しやすくなった。ドローンを購入

やサブスクリプションで持つと、柔軟性も高くすぐにで

も活用することができるが、パイロットの育成を自身で

行う必要がでてくる。ドローンを導入の際は、先ほど話

した JUIDA が持つ教育テキストを活用し、弊社が教育・

貢献できればと思う。 

 

 

 今後も労働人口の減少や働き方改革の推進は進んでい

くだろう。一方で、ドローンの技術、AIや IoT等が進化

している。そういった中で、今後はドローンだけで運用

するのではなく、他の様々なロボット等も連携させなが

ら、業務等のオートメーション化が求められるだろう。

また、ドローンも 1機だけではなく 10機、100機という

複数台の制御が求められる。 

 弊社では、複数のドローンやロボット、各種デバイスを

遠隔・目視外で自動制御・連携させることができる「Blue 

Earth Platform（BEP）」を開発しており、複数のドローン

を同時に制御することや、ドローンや AGV（自動走行ロボ

ット）、各種モビリティやセンサーなどを連携させること

も可能だ。BEP は、様々な位置情報の推測や計算、AI 解

析といったサーバー側のプラットフォームと、あらゆる

機体やデバイスをサーバーと繋ぐセンシング側のプラッ

トフォームをもつ。顧客のニーズや課題に合わせて BEP

の機能や機体を選出し、組み合わせた「BEPパッケージ」

は、点検や物流、運搬、防災、警備、清掃などの業務への

ドローンやロボットの導入、自動化、DX化などを実現す

る。また、今後のスマートシティ化においても、都市 OS

と連携したさまざまなサービス開発等を行っている。 

 ドローンやロボットは、皆さまが思っている以上に進

化しており、今後も大いに発展するだろう。ご興味があ

る方は、是非、気軽にお声掛けいただければと思う。 

●エリア別点検事例のご紹介 

●ドローンは自社で買うべきか？ 

●社会課題に対する提供価値 
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訪問看護の法制度化から約30年が経ち、訪問看護を提

供する訪問看護ステーションは徐々に増えてきた。現在、

全国に 1 万か所以上の訪問看護ステーションがあり、東

三河地域は 24か所、愛知県内は 363か所となっている。 

日本における医療を実施するためのおおもととなる法

律として、1948年に医療法が制定された。1992 年の第 2

次医療法改正では、高齢化や疾病構造の変化に応じた医

療体系について法律が改定され、医療提供の場として

「医療を受ける者の居宅」、つまり自宅等が明記された。

また、それまでの医療法では医療の担い手は医師と歯科

医師のみとされていたが、看護師も医療の担い手として

定義されたことは重要である。 

1948 年に制定された保健師助産師看護師法では、看護

師の業務として、「傷病者若しくはじょく婦に対する療

養上の世話」と「診療の補助」の 2 つの役割を規定して

いる。療養上の世話は、食事の援助や体をきれいに保つ

清潔の援助といった内容で、医師の指示を必要としない

看護師の判断で行うことができる業務である。診療上の

補助とは、採血や与薬等の医師・歯科医師の指示の下で

行う医療行為をいう。 

2015 年には、特定行為研修制度が始まり、研修を受け

た看護師は、医師・歯科医師の事前指示と手順書があれ

ば、38 行為 21 区分の特定行為を実施できるようになっ

た。例えば、高齢者に多い脱水を繰り返す事例で考えて

みた場合、研修受講前は、医師は A さんの脱水症状があ

れば連絡するよう看護師に指示をして、看護師は脱水の

可能性を疑ったら医師に報告。医師から点滴の指示を受

けて看護師が点滴を実施し、結果を医師に報告するとい

うのが一連の流れであった。一方、脱水に関する研修を

受けた看護師であれば、医師は A さんを診察後、手順書

により脱水症状があれば点滴を実施するように事前指示

をだす。看護師は A さんに脱水の可能性が疑われたら、

手順書に示された内容でタイムリーに点滴を実施し、結

果を医師に報告することができる。こうして早期発見、

早期対応が可能となり、病院はもちろん、訪問看護師が

研修を受講することで、今後、訪問看護師の判断でタイ

ムリーに実施できる医療処置が増えていくだろう。 

 

 

 社会の要請を受けて、医療は病院医療中心から在宅医

療へシフトしつつある。その理由の一つに、社会保障費

の問題が挙げられる。高齢化が進んだことで医療費が増

大していることに加え、医療の進歩は目覚ましいが、高

度な医療技術は高額なことから、社会保障費の逼迫に繋

がっている。 

もう一つは、人々の考え方の変化である。病気や障害

があっても、必ずしも治療中心ではなく、自分が生活し

たいように生活するということが求められるようになっ

てきた。コミュニティの中で孤立することなく、住み慣

れた環境で療養生活を継続することは、非常に大切なこ

とだと思う。介護に関する殺人事件のニュースを目にす

るが、介護者が介護を一人で抱え込み、地域社会の中で

も孤立してしまうことが原因の一つになっているのでは

ないだろうか。介護保険制度によるサービスを代表とし

た様々な社会資源があるのだが、そのような情報を知ら

ない人は多く、そのために十分に活用されないケースも

多いと感じている。 

療養者の支援をしてきた訪問看護師は、コミュニティ

の中で孤立することが療養生活の継続困難につながるこ

とをよく分かっており、そうならないように支援してい

る。 

 

 

 では、具体的に訪問看護師は何をしてくれるのか。診

療の補助については、安全に医療的支援を提供している。

人工呼吸器の日常的な管理や、特定行為研修で呼吸器関

連の研修を修了した専門性の高い看護師であれば、気管

カニューレの交換、人工呼吸器の設定変更等を看護師の

判断でタイムリーに支援することができる。 

看護師が主体的に行う業務である療養上の世話につい

ては、訪問看護師は療養生活の質向上を目指して日常生

活の援助をしている。在宅ケアに関する研究によると、

記憶に残る訪問看護事例はほとんどが在宅ターミナルで、

がん終末期の患者が在宅で生活しているケースであった。

人工呼吸器や疼痛管理等の医療行為を受けている人たち

への援助で思い出すことは、医療的支援に関することは

極めて少なく、一方で、対象者が思い残すことなく自分

「訪問看護師の在宅療養支援 

生活と医療の統合」 

東三河産学官交流サロン 第 447回 

豊橋創造大学 保健医療学部看護学科 

    学科長・教授 蒔田 寛子氏 

●法制度から訪問看護を定義する ●病院医療中心から在宅医療へ 

●療養生活の質向上を目指す 
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の人生に納得を得られるように支援していたかといった、

対象者の療養生活の質向上に関する内容に焦点が当たっ

ていた。 

例えば、がん終末期の A さんは、ご主人は既に亡くな

っていて、障害を持つ息子 B さんと 2人暮らしだった。

子どもの頃から B さんの世話に手が掛かり、他の子ども

とは何となく疎遠になっていたそうだ。A さんの一番の

悩みは、自分が亡くなった後の B さんのことだったが、

他の兄弟に言い出せずに悩んでいた。そこで訪問看護師

は、B さんが介護できるように介護方法を工夫し、他の

兄弟に B さんが認められるように支援したそうだ。B さ

んが献身的に A さんの介護をしている様子を見て、徐々

に他の兄弟の気持ちが変わってきて、A さんは自分が亡

くなった後に B さんのことをお願いしたいと他の子ども

たちに言うことができたそうである。 

がんの終末期にある人は、必ずしも自分の死に悩み、

痛みだけにとらわれているわけではない。訪問看護師た

ちは、その人の気持ちに沿っていくということを非常に

大切にすることで、療養生活の質を向上するように関わ

っている。 

健康問題への支援を基盤に療養生活の質を高めるよう

に援助しているため、もちろん病気や症状の安定を生活

の基盤におくが、日々の医療を習慣として生活になじま

せつつ、療養生活の質を重視しながら援助する。健康問

題と生活問題は非常に分離しがたいことを理解し、療養

生活者支援の専門家として業務を実施するのが訪問看護

師である。 

 

 

 訪問看護の特徴の一つは、療養者の時間軸に沿ってい

るということである。病院内での看護では、治療が中心

のため時間軸は治療過程が中心だが、訪問看護では療養

者の自宅での安定した生活継続を目標としており、療養

者の時間軸は過去・現在・未来と続く。 

療養者は何らかの健康問題を抱え、少しの環境の変化

でも病状の悪化を起こす。また、訪問看護を利用する人

の多くは自宅での死を希望しており、最期にかかわるこ

とになる。多くの方は今以上に回復することはなかなか

期待できないため、目標は現状維持、もしくは徐々に病

状が進んだとしても安定した療養生活を継続することで

ある。そのために現在を通過点として捉え、病状悪化な

ど過去に起こったこともふまえ、今後起こり得ることを

予測して看護している。 

 状態が良くなるときもあるが、脱水等を起こせば肺炎

等になって状態が悪くなる。入院や治療を受けると回復

するが、元の状態に戻る方もいれば、入院したことで手

足の動きが弱くなり自分でできることが少なくなる方も

いる。こういったことを繰り返しながら、終末期へと向

かっていく。状態が変化するため、時間軸に沿って支援

の在り方も変わり、訪問看護の支援も変わる。療養者に

は医師はもちろん介護職のヘルパー等も関わっているた

め、療養者の時間軸に沿ってどの職種が前に出て主に支

援するのかも、状況により変えながら連携支援している。 

 

 

 訪問看護師は、コミュニティの中で看護している。人

間は地域の中で生活しているという前提があり、地域社

会のシステムの一部である。コミュニティの中での孤立

は、生活継続が決定的に困難になるため、地域住民や地

域の民生委員等との関係は非常に大切である。 

 独居高齢者の療養生活支援に関する研究では、独居高

齢者自身も、社会関係の維持は非常に重要だと考えてい

ることを明らかにしている。例えば、手紙を書けなくな

った療養者は、友人との関係を維持するために代筆で手

紙を出して関係を維持していたり、いつもお世話になっ

ている近隣住民には時々お礼の品を贈ったりしている。

自ら社会関係を維持できるように心掛けていて、このよ

うに地域の中で関係を持ちながら生活することは非常に

大切だと思う。訪問看護師は、社会とのつながりが大切

だということをよく分かっているため、療養者を支援し

ている地域住民の情報をよく把握しており、訪問看護師

自身もその方々と良い関係を築くことを心掛けている。 

 

 

 各自治体の状況に合った内容で、地域包括ケアシステ

ム構築に向けた取組が進められている。その中で重要な

ことは、看護師、医師、介護職等の多職種連携と、ソー

シャルキャピタルを活用した支援システムである。ソー

シャルキャピタルとは、地域のつながりを活かして、地

域の中で助け合いながら生活していくことである。コミ

ュニティの中での支援の在り方をシステムとして確立し、

高齢者や療養者のみならず、子どもや若者など皆が孤立

しないような地域を作っていく。 

これからさらに、地域包括ケアシステム構築に向けて

様々な取組が行われていくと思うが、訪問看護はもとも

とコミュニティの中での看護を基本としてきたため、そ

の考え方は地域包括ケアシステム推進において十分な役

割を果たすことができるだろう。今後さらに在宅医療が

中心となっていくが、訪問看護師の活躍が期待される。 

 現在、他の研究者の方たちと共に、「訪問看護の見え

る化」という試みを行っている。訪問看護とは何をする

のか、どのような看護であるか、示すことについての取

り組みであり、訪問看護について広く社会に伝えていき

たいと考えている。 

●療養者の時間軸に沿う 

●コミュニティの中での看護 

●地域包括ケアシステム構築に向けて 
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東三河地域は、愛知県東部に位置し、東は静岡県、北は

長野県に接する。豊橋、豊川、蒲郡、新城、田原の 5 市

と、設楽町、東栄町、豊根村の 3 町村の計 8 市町村から

成る。南北に豊川が流れ、山、平野部、半島があり、非常

に環境の整った地域である。 

 東三河地域の現況として、人口は約 75 万人(愛知県の

約 1割)、面積は 1,723㎢(愛知県の約 3割)、製造品出荷

額等は 4兆 6,000億円(愛知県の約 1割)、農業産出額は

1,662 億円(愛知県の約 5 割)となっており、工業と農業

のバランスのとれたポテンシャルの高い地域と言える。 

 

 

 2011 年 2 月に就任した大村知事は、「東三河地域の振

興」を愛知県全体のさらなる飛躍に向けた大きな柱とし、

地域資源を活かした振興施策推進の仕組みとして2012年

4月に東三河県庁を設置した。東三河県庁は、東三河担当

副知事の下、東三河地域の 19地方機関を横にネットワー

クでつなぎ、東三河地域の振興政策について部局横断的

に情報共有し推進している。東三河県庁の構成機関の一

つである東三河総局には、分野横断的に政策立案あるい

は総合調整などの機能を持たせた企画調整部がある。 

東三河が一体となった地域づくりに向けた動きとして

は、2012年 4月の東三河県庁の設置と並行して、広域的

な取組を進める団体が多く設立・設置されている。 

経済界では、2012年 4月に東三河の 3商工会議所、11

商工会を構成員とする東三河広域経済連合会が発足。商

工会議所と商工会が混在する連合組織は全国的にも稀で、

県内では初である。 

また、経済界を中心として「東三河はひとつ」を合言葉

に昭和 43 年に設立された東三河開発懇話会(現・東三河

懇話会)や、平成 10 年に設立された東三河広域観光協議

会など、地域が一体となった地域づくりに関する長い蓄

積があったことは言うまでもない。 

 東三河県庁の設置に伴い、東三河ビジョン協議会が動

きだした。行政だけでなく、経済界・大学など地域づくり

を実施する委員が、地域振興に向けたビジョンの策定・

推進について協議を行い、実務者レベルから成る企画委

員会で原案を作成し、協議会にかける仕組みである。 

 愛知県内において先行して人口減少局面に入った東三

河地域の人口問題について、市町村や学識経験者と共に

2014 年 10 月に東三河人口問題連絡会議を設置し、毎年

度人口移動の分析を行う他、地方創生に関する取組状況

を情報交換している。また、産学官連携で、地域経済の担

い手となる人材育成のために、社会人キャリアアップ連

携協議会を設置。2015年には、東三河 8市町村が東三河

広域連合を設立し、介護保険事業を含め様々な業務を広

域的に実施している。 

このように東三河地域では様々な分野、視点から、地

域が一体となった地域づくりが進められている。東三河

振興ビジョンは、東三河のめざす地域の姿(10年後の将来

像)や、その実現に向けて 2023 年までに重点的に取り組

むべき施策の方向性を明らかにする「東三河の地域づく

りの羅針盤」の位置付けで、東三河ビジョン協議会設立 1

年後の平成 25 年 3 月に策定された。行政だけではなく、

経済界、大学等の地域づくりの各主体が、ビジョン協議

会を通して考えを共有し、事業連携する機運を盛り上げ

ることが主眼であった。 

将来ビジョンに位置付けた重点的な施策を着実に推進

するため、毎年度 1～2 のテーマを選び、「主要プロジェ

クト推進プラン」を策定し実施してきた。主要プロジェ

クト推進プランは、地域の関心が高い観光、スポーツ大

会、地方創生といった取組を、広域かつ地域が連携推進

する計画が多く策定されている。前回のビジョンでは、

「B-1 グランプリ in 豊川」、「全国ご当地うどんサミット

in 蒲郡」、奥三河を舞台とした「パワートレイル」など

様々な分野の取組において、地域が連携することで大規

模なイベントの実施が可能になるといった成果を生んで

いる。これらを通して、東三河の地域づくりの主体間に

おいて情報共有され、東三河全体で取り組む体制の整備

が着実に進んだと考えている。 

 

 

 昨今の ICT 技術の進展や外国人住民の増加、新型コロ

ナウイルス感染症による生活や地域経済への影響により、

様々な環境変化に迅速に対応する必要が生じたため、新

たなビジョンを 2 年前倒しして策定することとした。20

年後の 2040 年頃の社会状況あるいは経済状況を展望し、

2030年度までに重点的に行うべき施策の方向性を示す構

成となっている。 

「東三河振興ビジョン 2030 について」 

東三河産学官交流サロン 第447回 

愛知県東三河総局 総局長 矢野 浩二氏 

●東三河地域について 

●東三河振興ビジョン2030策定までの経緯 

●東三河振興ビジョン 2030 について 
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 2040年頃の社会経済の展望として、①人口減少の一層

の進行、人生 100年時代の到来、外国人住民の増加、②新

たな大規模感染症リスク等による社会経済の変化、③急

速に発展する未来技術(Society5.0)、④リニア中央新幹

線開業、三遠南信自動車道全線開通等による人の流れの

変化、⑤世界経済のアジアシフト、多極化、⑥災害の増大、

脱炭素化の進展、SDGs理念の浸透、が挙げられる。 

 こういった社会経済の展望を踏まえ、2040年の将来像、

実現をめざす姿は、住民生活では「誰もが豊かに暮らし、

活躍し、多様なライフスタイルが選択できる活力と想像

にあふれる地域」とした。外国人住民や高齢者を含む誰

もが活躍し、未来技術を積極的に取り入れることにより、

地域課題の解決が推進される、あるいは SDGsの理念を踏

まえた循環型社会の実現に向けた地域づくりが行われ、

多様な働き方、多様な形でのつながりを望む地域外の人

の受け入れがなされる地域を想定している。 

産業経済の分野では、「社会経済の変化に柔軟に対応し、

持続可能な、力強い産業が展開する地域」とした。先進技

術を取り入れ、産業を支える人材を確保するなど、持続

可能な地域産業が構築される。あるいは技術革新、世界

経済のアジアシフトなどを踏まえた産業のイノベーショ

ンが創出されている。また、豊かな自然、歴史、文化を活

かした魅力ある観光ブランドが創出されている地域を想

定している。 

社会基盤・広域連携の分野では、「未来を拓き、暮らし

を支える社会基盤の整備や産学官、三遠南信地域などの

多様な連携により、地域のポテンシャルを最大限に発揮

し、発展する地域」とした。これは道路・情報インフラの

整備など、地域の活力を生み出す社会基盤の整備・強化

がなされ、産学官連携あるいは地域内における広域連携

の一層の強化、市町村界、県境を越えた連携の強化が図

られ、共通の地域課題の解決などに向けた交流連携が促

進される地域を想定している。 

 

 

 2040年の将来像を実現するため、『連携と協働で未来を

創る、輝き続ける東三河』をキャッチフレーズとした。こ

れまでのビジョンで目標が共有され、地域づくりの主体

の連携が進んだこともあり、さらに各団体が対等の立場

で、事業の計画段階から擦り合わせを行い、一緒に目標

達成をめざす協働を加速するイメージである。また、従

来からある地域の魅力を活用して、従来とは異なる視点

により新しい魅力や価値を生み出し、持続可能な地域を

めざすという意味が込められている。 

 ビジョンのめざす地域の姿の実現に向け、重点的な政

策の方向性の 7 つの柱として、①豊かな暮らしを実現す

る地域づくり、②誰もが活躍できる地域づくり、③環境

の保全・再生、④地域の魅力の創造と活力の創出、⑤地域

産業の革新展開、⑥地域を支える社会基盤の整備、⑦多

様な連携による地域力の向上、を掲げている。各方面で

主要な取組を 37 項目設定し、さらにそれぞれに 4～5 の

取組を定め、全部で 180 余りの取組を位置付けている。

こういった計画を位置付けることで、それぞれの事業の

立ち位置や他の事業主体の動きを把握・確認しながら、

効率的、効果的な事業の実行が期待される。 

 

 

今までの情報共有や連携という視点に加え、協働とい

う視点を加速したいと考えている。連携と協働により、

東三河ビジョン協議会の構成団体がそれぞれの役割を意

識し、重点的な施策の方向性に沿った様々な取組を推進

する。一方で、広域的な課題への対応を強化するための

重点プロジェクト事業を新たに設定する。この 2 つの推

進力を両輪として、ビジョンを推進していきたい。 

重点プロジェクトについては、現在、中間案が取りま

とめられたところで、年度内を目標に作成する予定であ

る。産官学の共同によるプロジェクトチームを既に立ち

上げており、さらなる検討を深めていく。 

2021年度重点プロジェクトのテーマは、「大都市（東京

圏・名古屋圏）の企業・個人を対象とした東三河関係人口、

移住・定住の創出」である。2020年の東三河地域の転出

入超過数は、1,676人の転出超過であった。内訳は名古屋

が 709 人、東京が 625 人で、東京圏と名古屋圏で約 8割

を占める。こうした転入・転出の状況も踏まえ、重点プロ

ジェクトのテーマを定めている。 

目的は、大都市(東京圏・名古屋圏)の企業、個人に向

けた関係人口の創出、移住・定住を促進することと、地

域課題の解決、地元企業の人材不足の補填、人口減少の

抑制である。東三河の人口減少が見込まれる中、地域の

活力を維持し高めていくためにも、この地域から多くの

人材が転出している東京圏あるいは名古屋圏から東三河

地域に対して、関係人口の創出や移住定住の促進をめざ

していく。また、地元企業の人材不足の補填、人口減少の

抑制については、地域課題の解決のプロセスも関係人口

創出に活用し、移住の際に転職する人と地元企業のマッ

チングにより人材不足の解消につなげていきたい。計画

期間は、2022 年度から 2024 年度までの 3 年間を予定し

ている。 

 

 

本日は、東三河振興ビジョン 2030を中心に、策定の経

緯あるいは重点プロジェクトについてご説明した。現在、

関連事業について、新年度の予算要求、予算編成を関連

機関が準備中である。現時点では新規事業について具体

的な事業を示すことができないが、この地域に暮らす方、

関係する方、全ての方と共有し、同じ目的に向かって取

組を進めていくことが東三河の発展に欠かせないと考え

ている。この会場にいる皆さまも、共に地域づくりに取

り組んでいただけると幸いである。 

●めざす地域の姿 

●ビジョンの推進方法について 

●最後に 
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株式会社豊橋バイオマスソリューションズ(TBS)は、

2021年 5月に設立した豊橋技術科学大学発のベンチャー

企業である。現在は事業拡大して役員は 3 名に増え、建

設業の許可も取り、実際に設備の設置まで行っている。 

バイオガス発電は太陽光発電や風力発電などの再生可

能エネルギーに比べハードルが高く、あまり普及してい

ない。当社は「バイオマス利活用をもっと身近にもっと

確実に」をキャッチフレーズに、バイオガス技術の導入

における障害を取り除き、持続可能な事業計画の策定を

支援している。具体的には、新技術開発で様々な人がも

っと身近に使える形にブラッシュアップしていくことと、

工学的コンサルティングで持続性の高いバイオガス事業

計画の支援をすることの二本柱によって、バイオマス事

業を成功に導くお手伝いをしていきたい。 

 当社が中心に取り扱うのは、木質系の原料を使った発

電ではなく、メタン発酵と呼ばれる技術を使い、食品廃

棄物や畜産糞尿等を原料に、微生物の働きでガスを生成

して発電や熱利用している。最近は、石油を採掘してい

る会社と共同で導管注入等も行っている。 

 メタン発酵自体は、100 年以上前からある技術である。

各要素技術は、微生物を使った技術、機械的な技術等よ

く知られた技術を数多く組み合わせてできている。それ

らの技術を調整し、微生物の機嫌を損ねないように管理

するところに専門性があり、これを長期的に継続してい

く難しさが普及の遅れている要因となっている。また、

メタン発酵の際にでる消化液の利用も難しい。基本的に

は農地還元できるものだが、日本では散布する土地が広

大にある北海道のような地域以外ではなかなか農業利用

ができず、残念ながら水処理して下水放流や河川放流し

ている。 

 

 

 私が本格的に事業を始めたのは、文部科学省の「先導

的創造科学技術開発補助金」を受け、愛知県流域下水処

理場で行っていた大学の実証実験事業からである。この

事業は、今はメタン発酵と呼ばれるガスをとって発電す

る部分が中心となっているが、将来的には発電だけでな

くもっと面白い利用法を提示することをコンセプトとし

ている。 

 豊川浄化センターバイオマスパークでは、愛知県の下

水処理場内にメタン発酵槽を作り、排ガスを利用したト

マトの光合成促進や、排熱処理などを行っている。元々

下水処理場にあったメタン発酵槽を再稼働するにあたっ

て試験したことが、補助事業のきっかけとなった。 

具体的には、下水処理場を地域のバイオマス資源の循

環利用の拠点とする社会実験を行っている。下水処理場

から出てくる下水汚泥(脱水ケーキ)と、生分解性プラス

チックの袋に入れた約 300 軒分の生ごみを水熱処理後に

微生物に食べさせ、ガスを取って試験した。このシステ

ムは、ある大企業がまちづくり事業に当てはめられない

かということで検討されている。 

 

 

 メタン発酵が普及しない要因には、ハードとソフトの

課題がある。ハード的な課題として、微生物を用いてい

るため、適正な生育環境を整える必要がある。微生物に

とって良い環境を整えないとアンモニア阻害や酸敗とい

う現象が起こり、微生物群集がガスを出してくれない。

一番の課題は、基本的に大規模な工事が必要で、スケー

ルメリットの小さい事業者は導入が困難だということで

ある。小規模事業者の導入例では、先行しているヨーロ

ッパからプラントメーカーが日本の代理店を通して設備

を入れたが、上手く動かず失敗してしまった。当社は新

技術開発によって、これらの課題解決を行っている。 

ソフト的な課題は、検討する項目が非常に多いことで

ある。法的な規制が非常に多く時間がかかり、法的に引

っ掛かってできないこともある。また、日本国内では前

例が少ないため、技術があっても情報や経験不足な水処

理メーカーも多く、人材不足の問題もある。当社では、

様々なデータが未知数のまま事業を始めて失敗すること

がないように、実験室で取ったデータを実際の設計に生

かす試験を請け負うなど、工学的なコンサルティングを

行っている。 

メタン発酵費用に関する国の調査がある。経済産業省

の資料によると、資本費の想定値が以前は300万円/kWを

超えていた。この事業はなかなか普及しないとはいえ、

少しずつ価格は下がっていて、国の想定値より随分低く

なっている。メタン発酵で発電したバイオガス発電は

1kW 当たり 39 円と高い買取価格で維持してきたが、2 年

「バイオマス利活用事業をもっと身近にもっと確実に 
～(株)豊橋バイオマスソリューションズが考える  

脱炭素・地域資源循環型社会～」 

東三河産学官交流サロン 第 448回 

(株)豊橋バイオマスソリューションズ 代表取締役社長 

豊橋技術科学大学 客員准教授  熱田 洋一氏 

●バイオガス事業は難しい？ 

●豊川バイオマスパーク構想 

●バイオガス事業の様々な課題 
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後には 35 円になると言われている。例えば、100kWの発

電機がついた設備は 2 億 4,000 万円で、売電収入が年間

約 3,000 万円あると、単純に計算すると 8 年で回収でき

る。ただし、この価格はメタン発酵発電機以外の前処理、

水処理などの費用は含まれておらず、総事業費は発電設

備本体の1.5～3倍程度のため、価格的に現実的ではない

のが現状である。 

法律の面では、廃棄物の環境がそれぞれの地域で異な

るため一概には言えない。例えば、牛糞をメタン発酵し、

配管移送で脱水機があって水処理すれば全く問題ない。

ところが間にトラック輸送が入ると、廃棄物処理施設と

判断されてしまう自治体もある。実際に廃棄物処理施設

と判断されて断念した例もあった。 

 

 

 では、これらの課題にどのように対応するのか。アン

モニア阻害の場合、メタン発酵において阻害を引き起こ

すアンモニアの除去・回収システムを開発し、メタン発

酵における長年の課題が解決した。 

超小型メタン発酵システムとして、既成のプラスチッ

ク製タンクで発電機とつなぐ開発も行っている。これに

より、大規模な型ではなく、小規模な食品工場や小さな

畜産農家の片隅で、オンサイトでできる形になる。土木

工事の必要がなく、工事期間も短いのが特徴である。 

 また、メタン発酵槽、特に畜産糞尿は食品残渣に比べ

てガスがあまり出ないため、それを補う発酵助剤を製造

している。元は食品副産物だが、何でも入れてしまうと

メタン発酵槽が廃棄物処理設備になってしまい、酸敗の

問題も発生する。そうならないように原料を選別し、品

質管理の体制を整え、しっかりとした製品だという担保

を付けて農家に出荷するシステムを開発している。 

 

 

 課題への対応のもう一本の柱は、工学的コンサルティ

ングの部分である。メタン発酵バイオガス発電設備を建

てる中で、原料の分析や、原料から出るバイオガスの量、

どのような発酵済残渣が出てくるかといったデータを取

っている。当社は主に基本設計までを行っており、小さ

なプラントであれば当社だけでできるが、大きな設備に

なると他社と共同でプラントを造り、運転管理まで一気

通貫で行う事業となる。データを取る部分を今まで以上

に行い、持続性の高い計画、失敗しない事業計画を立て

るようにしている。 

当社の実験室にあるバイオガス試験装置では、実際の

原料を使用してどれだけガスが出るのかという試験など

を行っており、依頼も増えてきている。また、知の拠点

あいちの実証試験エリアの土地をお借りして、実験設備

を建てた。メインは 6 ㎥のメタン発酵槽で、これまでよ

り大きな規模の実験ができる体制を整えている。 

私が起業した理由でもあるが、メタン発酵事業は様々

な要素が入っているため、1 社だけではなかなか上手く

いかない。異業種分野を含め、様々な企業と連携体制を

構築する必要がある。大学は企業と連携を深めやすいと

いう点があるが、社会実装を進めるには大学ではやりに

くい部分も出てくる。そこで、大学の中に会社をつくり、

いろいろな地域で協力者の方と連携する体制づくりを進

めてきた。 

私は大学からゼネック㈱に出向し、実際に設計や施工

にも関わってきた。規模の小さな養豚農家で、1 億円を

切る価格で導入した事例もある。補助金を受けて導入し

た事例もあるが、養豚農家でも手の届く価格になってお

り、補助金なしでも導入できるのが特徴である。青森の

農協の長いもの事例では、寒冷地仕様に対応し、野菜残

渣にも対応できるようにしている。 

 

 

 大学発のベンチャー企業として、資源循環型社会や脱

炭素などのキーワードについて、事業を手掛けようと考

えている。その中で、大きなプラントは当社ではできな

いため、地域分散型の拠点をつくり、理想は排出者自身

が自分でメタン発酵することである。食品工場も、でき

れば自分で行う。大きなプラントをつくり一箇所に廃棄

物を集めることは、費用も掛かりリスクにもなる。集中

しないことでリスクを分散し、設備の価格も抑えられる。 

本来、廃棄物は排出者の責任で処理するべきものであ

るため、それぞれが自分で廃棄物処理をしようというこ

とである。今までの水処理や糞尿処理技術と違うのは、

そこからガスを作って電気を売った利益もそれぞれが享

受し、持続性の高い畜産や農業を築く手助けになればと

思っている。ただ、あまりに小さい食品工場などでは、

量があっても成分が偏っているといった商品構造になる。

そのため中間処理業者が発酵助剤を作り、それぞれの畜

産農家に送り、それぞれの事業性を向上させていくこと

で、中間処理業者も地域のバイオマスの拠点になること

ができる。それぞれが拠点という関係をつくることによ

って、法律的な検討は必要だが、いざというときは中間

処理業者がバックアップになることも考えられるだろう。 

もう一つ、力を入れてやっていきたいと考えているの

は、廃棄物を出してもらって発電した電気を、それぞれ

の食品工場や会社に返すことである。そうしなければ資

源循環ができない。どこにでも売っているスプリンクラ

ーで消化液を撒けるようにして、気軽に液肥を散布でき

る体制をつくり、キャベツやタマネギを作るといった試

みも行っている。 

大学発のベンチャー企業として、地域に貢献すること

が大事だと考えている。皆さまのお力をお借りして、地

域の事業が大きなものに盛り上がっていくことに少しで

も貢献できればと思う。 

●新技術で課題解決に挑戦 

●持続性の高い事業実現の支援 

●豊橋技科大発ベンチャー企業として 
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私は株式会社ジュトクで代表取締役を務めている。一

方で、筑波大学人文社会ビジネス学科学術院ビジネス科

学研究群に所属し、現在は博士後期課程に進学し、ガバ

ナンス、倒産分析、管理会計の分野を研究している。活

動拠点を東京都内へ移し、テレワークを利用して豊橋に

ある株式会社ジュトクの経営を行っている。 

株式会社ジュトクは 1941 年に設立し、現在 81 期とな

る。豊橋市向山大池町に本社を構え、企業・団体向けの

販売促進品の企画、製造、販売、管理・物流、分析まで

行っている。現在は「人の消費を科学する」をテーマに、

東三河の立地的利点を生かし事業を展開している。 

 当社では、コロナ前からテレワークをスタートしてい

る。きっかけは、首都圏を中心に働き方改革が進み、営

業が伺っても担当の方が出社しておらず、お客様に会え

ない状況が連発したことであった。 

広告関連では、これまで首都圏にメインの本社機能が

ある顧客が多く、お客様からすると愛知県に居を構える

当社には依頼しづらい状況があったが、テレワークが標

準になったことで距離のハンディキャップがなくなった。

また、豊橋は大阪と東京の中間にあり、首都圏に比べ地

価等も安く、物流にも有利である。地域を問わない雇用

の多様性により、豊橋だけで募集しても難しい特性を持

った人材を採用できる形が進んでいる。最近は、当社も

首都圏のコワーキングスペースを使って展開しており、

サテライト環境も充実し、ターミナル駅に集まって企業

と契約して仕事をするといった環境も整いつつある。 

 

 

 まずは現在の学術院で行う研究に関連する内容である

が、「倒産事例から学ぶ景気後退期 2 年目の戦略」であ

る。何故 2年目なのか。2020年、コロナなど未曾有の出

来事があった。1年目は把握と対処になるが、2年目以降

はその対応によって大きな差が生じる。予期せぬイベン

トにどう対応するのかが経営上の課題になると感じてい

るため、2年目をキーワードとしている。 

 有名企業代表者が語る成功事例は参考にはなるが、代

表者の資質や会社のリソース、環境、時期といった要因

があるため再現性は難しい。一方、ある会社の失敗に目

を向けたときはどうだろうか。信用調査会社の帝国デー

タバンクの倒産情報から 2社をピックアップした。 

健康食品企画販売業者の AF株式会社は、2007年 10月

期には年売上高約 16億 7,700万円を計上していた。しか

し、新規顧客開拓が進まず 2019 年 10 月期の年売上高は

約 4 億 5,000 万円までにダウンしている。土木工事業者

の MH工業株式会社は、1992 年 9月期には年間売上高約

11億 5,100万円を計上していた。しかし、公共工事の減

少に加え同業他社との競争激化により売上高は漸減し、

2008年 9月期には 4億円までに落ち込んでいた。AF株式

会社は 12 年で売上が約 12 億 2,000 万円減少して倒産、

MH工業株式会社は 16年で約 7億 5,000万円減少して倒産

している。 

ここで、頂点から下がってくるところで必ず「しかし」

という言葉があることに気が付いた。2014～2015 年の約

2 年間に倒産した 611 社のデータを独自集計したところ、

最頻度で登場するキーワードは「同業他社との競争」で

あった。この言葉が出ると 185 件が倒産に持ち込まれて

いる。同様に、「リーマン」、「仕入れコスト高騰」、「人

件費増」といったキーワードが上位に挙がった。倒産事

由に関するキーワード上位30個のうち、外部的環境の要

因で倒産を迎えたものは13件で、内部環境変化、つまり

自分たちでコントロールできる可能性があった要因が 11

件であった。 

これらのワードから気付いたことは、企業の成功には

明確な法則性はないが、失敗には何らかの法則性がある

のではないかということである。言い換えるなら「地雷

のある場所」をどう回避するのか、企業が永続する要因

は何かというのが現状の研究テーマである。 

倒産確率モデル SAF2002 は、基本的なモデル式に数式

を入れて企業が倒産する確率を判定するもので、このモ

デルの様々な発展形が開発されている。信用調査会社も

財務数字をモデルに入れ込んで、一般的には0.68を下回

ると倒産リスクが高いと判定している。私は SAF を開発

した研究室に所属し、既存のパラメータに続く新たな変

数を所有と経営の立場から探索している。倒産の逆を永

続と捉えると、永続するためには倒産しないという考え

方の下、いかにして危険を回避するかを研究している。

企業の成長についてはそれぞれオリジナルで、その企業

独特なものがあると思うが、失敗に関しては一つの法則

性があると考えている。 

「倒産事例から学ぶ 景気後退期 2年目の戦略」 

東三河産学官交流サロン 第 448回 

(株)ジュトク 代表取締役社長 上村 哲司氏 

●自己紹介・会社紹介 

●倒産事例から学ぶ 
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続いて、私の本業である広告についてお話させていた

だく。当社の営業担当者から、お客様に「景気が悪いか

ら広告費を削られて予算がない」と言われたという報告

が続いた時期があった。それは真実なのだろうか。 

広告には、プロモーションとしての広告(短期的効

果：売る力)、コミュニケーションとしての広告(中長期

効果：共有する力)、リレーションとしての広告(長期的

効果、ブランド力・守る力)の 3つの効果がある。 

 景気の後退期に、広告費は必要だろうか。一般的に、

景気後退期に最初に削減対象となる経費は 3K(交通費・

交際費・広告宣伝費)である。広告費は、企業や商品の

存在を示す社会へのアナウンスであり、それが無くなる

ことは、社会的に認知されなくなるということにつなが

る。 

少し古いデータになるが、2001 年の IT バブル不況を

一つの基準として広告費と売上高の関係を見てみると、

2001年を不況と捉えてその前年度の係数を 100と設定し

た場合、638 社のうち 294 社では不況といいながらも売

上は上がっており、広告費と売上に正の相関があったと

思われる。広告費の特徴として、1 年前の売上に連動し

て広告費が変動するというような関係があるため、1 年

間のズレが生じるような形になる。 

 次に、売上が減少した 344 社をピックアップして傾向

を分析した。2 年目以降でも広告費を基準年と比べて低

く保っている、つまり広告費に消極的だったグループで

は、8 年後でも売上が基準年に戻らない結果となってい

る。一方、売上は落ちたが広告費には積極的だったグル

ープは、6年で売上が元に戻っている。2年目の戦略にお

いて、広告費を減らす企業と維持する企業では、その後

に大きな差が生じている。広告費に関しては、後退期で

コストパフォーマンスが変化するといえる。 

 

 

景気の後退期に、広告費を増やす事実(企業や業界)は

存在するのか？企業単位でみると、イメージしやすいと

ころでは、消費者金融は景気後退期に広告費を増やす。

また外資系企業では、本国の景気は日本とは逆の可能性

もあり、日本の企業が広告費を減らしているため、日本

でのシェア獲得のために逆の行動をとる。 

業界単位ではどうだろうか。日系の36業界の中で、景

気後退期に広告費をあえて積み増す業界があるかを分析

した。期間は 1998～2016 年の 19 年間、6348 社の上場企

業のデータを用いて分析した結果、鉄道・バス業界は増

加していた。考えられる理由として、首都圏では基本的

に競合がないという状況がある。豊橋から名古屋に行く

ときは JRと名鉄という 2つの選択肢があるが、例えば、

新宿から小田原へは小田急線しか走っていない。首都圏

の私鉄に関しては、現状では旅客量の増量や路線の延伸

といった事業計画ではなく、沿線に開発したタワーマン

ションの購入や沿線にある観光地、アミューズメントへ

の誘導といった広告内容である。広告の対象は自らの鉄

道を利用する乗客で、小田急線の広告を京王線に出すこ

とはない。 

鉄道・バス業界の広告の主体は、「駅の看板」、「電車

の中刷り」、「ラッピング」などである。なぜこの業界は

景気が悪いときに広告費を増やすのか。看板や中刷りは、

景気後退期には他の業界からの広告が減少することから、

開発が進んでいるタワーマンションやリゾートの広告を

出すことに行動的になることが分かってきた。つまり、

当業種は景気が悪いときは、他業種からの広告が減少す

るので、結果的に広告費が増加するということになる。 

窯業業界については、業界全体では景気が悪いときに

は広告費を下げている。ただ、細かく見ていくと、トイ

レやバスといった衛生陶器では広告費を増やしていると

いう結果であった。例えば、家電を購入する際は、機能

や商品名を指名してもらう必要があるため、広告には新

しい機能を持った新製品が登場する。しかしトイレタリ

ーの業界では、家を建てる時にトイレやバスの商品名を

言って購入するのではなく、企業名を指定することが多

いだろう。そのため商品名ではなく社名を記憶させる戦

略ではないかと考えられる。景気の上昇と後退局面では

広告を出す費用効果が異なるため、費用対効果が高い時

期、つまり景気の下降局面で社名を覚えてもらう戦略を

採っているという結果がデータから得られている。最近

では、AGC や凸版、アクセンチュアなどの企業名の広告

も多く出てきている。 

 

 

倒産事例から、倒産に至るには段階と傾向が存在する。

環境の変化に伴い、コントロールできる要因とそうでな

い要因が存在し、コントロールできない要因に対して平

時からの備えと制御機能、いわゆるガバナンスが重要で

ある。また、「景気が悪いから広告費が削られる」とい

った営業への回答として、広告宣伝の戦略的な意味を理

解して、効果的に活用している業界や会社へアプローチ

すべきである。景気が後退したときの行動の差が、回復

後の局面で大きな差になる。 

今後のテーマとして、所有と経営の一致による収益性

とリスクの制御要因、社外役員の独立性と関連性、ガバ

ナンスの効果比較、同族企業における会計的保守主義と

利益配分、管理会計と投下資本利益率について研究を行

っていく。 

 東三河懇話会のホームページに、私の祖父の写真が載

っていた。祖父も父もこの地域で育てていただき、この

地域には非常に縁があると感じている。今後は、私も少

しでも地域のお役に立てればと思う。皆さまからもご指

導、ご鞭撻いただけたらと思っている。 

●景気後退期 2年目の戦略 

●まとめ 

●景気が悪いから広告経費を減らすのか？ 
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私の父は転勤族だったため、私にはいわゆる“ふるさ

と”のようなものはない。小学生の頃からは東京近郊に

暮らすことが多かった。英語が盛んな東京の高校に通い

ながら、将来は英語を使って国際的な仕事をしたいと考

え、高校 3年生の時に 1年間のアメリカ留学も経験した。

しかし小中高と日本の教育に疲れていたのか、大学には

行きたくないと思っていた。当時、渋谷にはミニシアタ

ーがたくさんあり、バイトをすると映画を無料で見るこ

とができた。そこで映画が大好きだった私は、フリータ

ー生活をしながら年間 300本もの映画を見ていた。 

4 年程経った頃、高校時代の同級生と食事をする機会

があった。美術系の大学に通う友人と話していると、彼

の話は非常に面白く、ボキャブラリーの豊富さにも驚い

た。大学に行くと知識が増え、こんな言葉遣いで話せる

ようになるのかと羨ましくなり、22 歳の時に京都造形芸

術大学に入学し、映像と舞台芸術を学んだ。 

私は年齢を重ねてから大学に入ることを是非お勧めし

たい。なぜなら先生の話の理解度が全く違うからだ。話

の先を感じながら授業を受けることができ、大学はとて

も楽しかった。高校卒業後すぐ大学生になるのと、年間

300 本の映画を見るという経験を経て入学するのとでは、

圧倒的に映画に対する体力が違う。当然、私は理解力が

高く優等生であったため、大学からの紹介があり、3 年

生の時に初めて舞台映像の仕事をした。26歳で大学を卒

業した後、フリーランスの舞台映像デザイナーとして活

動を開始し、国内外で多くの作品に携わってきた。 

 33歳の時に、愛知大学文学部現代文化コースメディア

芸術専攻の立ち上げと教員のお誘いをいただき、初めて

豊橋にやって来た。7 年間教員を務めたが、芸術と教育

を両立する時間と体力が落ちてきたと感じ、現場制作に

専念するため 41 歳で大学を退職。その後、2020 年 6 月

に水上ビルにアトリエ「冷や水」を構え、株式会社青空

を設立した。 

 

 

 私は舞台映像作家として、舞台の中で使う映像の制作

を専門としている。「舞台映像作家」という言葉自体、

私が作った言葉である。このキャリアをスタートした頃

は、舞台映像を専門とする人は誰もいなかったが、私は

大学で舞台と映像の両方を勉強していたため、この 2 つ

を合わせて専門性があると名乗れば必ず仕事が来ると思

っていたし、実際にそうなった。当時はまだプロジェク

ターやカメラ等は非常に高価であったが、徐々にフリー

ランスでも手が出るような価格帯のものが出始めた時期

で、映像を使って舞台を作ってみたいという人たちが多

く出て来た時代であった。 

 美術家と舞台美術家は全く違うということはお分かり

いただけるだろうか。美術は、絵や彫刻などの作品単体

で成立するものである。一方、美術セットを作る舞台美

術家は、美術作品を作ることとは全く関係ない。美術セ

ットは単体で鑑賞するものではなく、舞台で行われる演

技等を面白くするための装置である。衣装も同じで、フ

ァッションデザイナーと舞台衣装家は全く違う。つまり、

映像作家と舞台映像作家は全く別物のはずだ。映画やテ

レビ番組等を作る映像作家がいる一方で、舞台映像を作

ることを専門にするということは、映像作家とは別の感

性と知識と経験がなければ上手くいくわけがないと考え、

この舞台映像作家という仕事を始めた。現在、舞台芸術

の仕事と、最近では現代美術の仕事が増えているが、芸

術に関わる映像制作以外の仕事はほとんどしていない。 

 

 

 これは特殊な作品であるが、兵庫県豊岡市を舞台に、

ツアーパフォーマンスとリサーチベースで構成した作品

をご紹介する。豊岡市は人口 8 万人の都市で、この規模

で芸術をやっていくのは大変である。城崎国際アートセ

ンターが世界中からアーティストを呼び、世界のトップ

アーティストが豊岡で作品を制作して中間発表を行った

が、豊岡市民は見に来なかった。どんなすごい作品が生

まれたとしても、まちの人に認めてもらえなければ続け

ていくことは難しいということで、「豊岡市民のための

作品を作って欲しい」との依頼を受けて、まちをテーマ

にした作品を制作した。 

ツアーパフォーマンスは、最初に映画館で10分程の映

像を見た後、地図を持ってまちに出て、まちなかにちり

ばめられた彫刻や映像といった作品を見て歩く。その後

映画館に戻り、映像やパフォーマンスを見るといった構

成である。リサーチベースでは、まちのことを良く知る

地元の人たちへのインタビューを基に映像作品を作った。 

「どうしてわたしは豊橋に住んでいるのか」 

東三河午さん交流会 第 219回 

舞台映像作家／(株)青空 代表取締役 山田 晋平氏 

●はじめに 

●舞台映像作家とは 

●「まち」をテーマにした作品 
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豊岡市を流れる丸山川を眺めていて、いい川だと思っ

たのがこの作品を作ったきっかけである。丸山川につい

て調べていくうちに、洪水、震災、治水工事でまちが形

成されたことなど様々な歴史が分かった。それをメンバ

ーが小説化し、その小説を基にダンスパフォーマンスや

彫刻を作っていった。それまでほぼ縁のなかった豊岡市

で、3 人のコアメンバーでとにかくいろいろな人に会い、

質問をしていき、まちについて考えるという作品を作っ

た。この映像制作を通して、そこに住んでいる人たちの

ために作品を作るということはいいことだなと思った。 

 

 

 私の仕事は、いろいろな場所に出掛けていって作品を

作ることがメインで、1 年の 3 分の 1 は出張している。

愛知大学を退職してどこに住むのかを考えたとき、仕事

が多い東京や大学時代から長く過ごした京都も考えたが、

結果的に豊橋に住むことに決めた。新幹線が止まるとい

う地の利はあるが、決め手となったのは、私には“ふる

さと”がないことである。豊岡で昔からまちのことをよ

く知る人たちに話を聞いていてとても羨ましく思い、次

に住むなら長居をしようと思った。長居するためにはそ

のまちを好きになりたい。豊橋は嫌いではないが、温泉

はないし、海の幸は美味しいがうどん文化で美味しい蕎

麦がない。そこで私の好きな温泉と蕎麦がある長野県上

田市、京都、豊橋の三つ巴の戦いとなった。 

長く住みついて何をしたいか考えると、そこを好きに

なるために必要なことは、芸術と文化がたくさんあり、

それに触れる機会がたくさんあることだった。豊橋には

まだ足りているとは言えないが、それを作り出していく

仕事を豊橋でできれば、これはすごくいいことなのでは

ないかと思った。その分野では豊橋には伸びしろがたっ

ぷりある。これは私が舞台映像作家を始めたときの動機

と同じで、まだ誰もやっていないのであれば、それをや

ったらきっと喜ばれると信じている。 

2016 年に開催されたあいちトリエンナーレでは、地域

の人たちと仲良くなった。水上ビルの関係者やまちなか

デザイン会議の方たちとのつながりができて、水上ビル

という建物の面白さを知り、豊橋の魅力を発見すること

ができた。2019 年のあいちトリエンナーレが豊橋に来な

いことが分かるとがっかりする人が多く、これは大きな

ステップだと思った。潜在的なアートへの欲望があると

いうことを目の当たりにし、この人たちのために芸術の

普及活動をしていくことができるはずだと確信した。 

15年、20年掛かって結果が出ればいい。じっくり取り

組むことができ、生活コストも安く、潜在的な需要があ

る。そしてまだ本気で取り組んでいる人は見当たらない

ため、これは出来ると思った。また、2016 年に人脈がで

きたことも大きかった。まちに対して普及活動をしてい

くには、絶対に仲間が必要だが、上田市で友達を作ると

ころから始めたら何年かかるか分からないプロジェクト

になってしまう。7 年間大学にいて知り合いも増え、お

手伝いなどをきっかけにできた人脈もあり、それらを活

かして始めようと思った。もう42歳で、早く取り組まな

いといけない。未来のビジョンがあったため、豊橋でや

ろうと決断することができた。 

また、30万人という人口の規模も要因の一つである。

行政の予算もあり、身動きが取りやすそうな規模ではな

いかと思った。東京や京都では、既に芸術の普及活動に

取り組んでいる人がたくさんいる。そこに参入して競争

するのではなく、まだ誰もやっていない土地でやること

に意味があると考え、三つ巴の戦いに決着がついた。 

 

 

 具体的な取組として「月イチ水あび」を開催し、月に

1 回、トークショーやワークショップ、コンサート、美

術の展示など様々なことを行っている。月イチとは名ば

かりで、コロナの影響や忙しくて開催できないこともあ

るが、トークショーでは私がファシリテーターを務めて

ゲストをお呼びしてお話してもらったり、子ども向けの

美術のワークショップを開催したりしている。 

水上ビルは広い場所ではないため、15～20 人位が限度

といったサイズ感である。第 1 回目はちょうどコロナの

第 1 波の時で、室内では開催することができなかったた

め、屋上でトークショーを行った。子どもから大人まで、

様々な人を対象にしている。ジャンルは音楽だったり、

美術、演劇だったり、俳句の会もあった。その時その時

で私の興味に応じて、紹介したい人を紹介するというコ

ンセプトでイベントを行っている。 

自慢するわけではないが、私は元々豊橋に住んでおら

ず、いろいろな所を転々としてきたことで、いい意味で

「輸入業者」だと思っている。東京の現場で会った面白

い人を豊橋に連れてくる、京都で会った人を呼んでくる

といったように、全国で仕事をしているといろいろな所

に知り合いができるため、豊橋にずっといたら出会えな

いような人を紹介し、それが良い刺激になるような、そ

んな活動を続けている。 

こういった活動は、全て自腹で行っている。ワンドリ

ンク 500 円のチケット制で実質 300 円の収入のため、例

えば、東京から人を呼ぶと新幹線代の半分にもならない。

お金がなくてもやり続けると決めているが、このような

活動はまちで支えていただけると非常に嬉しく思う。社

会的な貢献を目指す活動だと自負しており、芸術がもっ

と豊橋で愛されていくことは、私だけではなく、このま

ちに住む全ての人にとっても良いことだと思っている。

是非、協賛をご検討いただければと思う。 

 この「月イチ水あび」を行うことが豊橋に住む目的に

なっていて、この活動を続けることは私にとって大事な

ことである。しかし一人の力では難しいことなので、皆

さまにもご協力いただけると幸いである。 

●どこに住むのが良いのか？ 
●芸術がまちと人を豊かに 
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私は生まれた時から見えなかったわけではなくて、晴

眼者として見える生活を送っていた。少し見えにくいな

と感じ始めたのは、中学生の頃である。ソフトボール部

の先輩ピッチャーに憧れて、いつかマウンドでボールを

投げたいと思い、部活が終わってからも日が暮れるまで

父とキャッチボールやピッチングの練習をしていた。

「中学時代の楽しかったことは？」と聞かれたら、部活

と答えるくらい楽しんでいた。 

 しかし、フライを捕るのが苦手だった。空に打ち上が

ったボールは私の視界からは消えてしまい、どんなに目

を凝らしても見つけられなかった。「前だ」と声を掛け

られても、見えないから怖くて前に出ることができない。

ボールを見つけられたのは、地面に落ちてからだった。 

 中学 3 年生のお別れ会で指揮者をしたとき、体育館の

照明が少しずつ消えると真っ暗に感じて指揮者台を見つ

けられず、動くことができなかった。「こっちだよ」と台

をたたいて音を出してもらい、手探りで上った。私にとっ

ては真っ暗な体育館。皆にはなぜ見えるんだろうと本当

に不思議で、おかしいなと思っていたが、日常生活ではあ

まり困ったことはなく、それほど気にはしていなかった。 

 

 

母はその頃からおかしいと感じていたようで、高校 1

年生の夏に両親に連れられて大学病院で精密検査を受け

た。両親だけが診察室に呼ばれ、告げられた病名は「網

膜色素変性症」。少しずつ視力が低下し、視野が狭くな

っていく病気で、今の医学では治すことも進行を止める

こともできないという話だった。帰りの車の中で、「少

しずつ見えなくなってしまう病気かもしれないけれど、

今は見えているから、きっと大丈夫」と母が話してくれ

た。その言葉は、きっと母が自分に言い聞かせた言葉だ

ったのだろう。普通に生活出来ていた私は「そうなんだ」

とあまり気にも留めなかった。病気が分かってからも変

わらず高校生活を楽しんでいたが、母は私が学校へ行っ

ている間に何度も名古屋へ足を運び、私と同じ病気の人

に会い、視野が狭くなったらどうなるのかを体験しなが

ら、少しずつ病気を理解していったそうだ。 

 私がこの病気で初めてショックを受けたのは、高校 3

年生の時だった。視力が足りずに車の免許が取れないと

知った。免許が取れないことがショックで、登下校のと

き、友達が楽しそうに話をするのを聞きたくない、羨ま

しいと思いながら笑顔で聞いていたことをすごく覚えて

いる。自動車学校から案内状が届くと、目の病気のこと

を心の中で叫び、「なんで送ってくるの？」と悲しく、

悔しい思いをした。 

 進路に悩んだ時に、初めて母が目の病気のことを詳し

く話してくれた。見えなくなっても続けていける整体師

やマッサージの資格が取れる学校を進めてくれたが、子

どもの頃から保育士になるのが夢だった私は、「自動車

免許は諦めたけど保育士はまだ諦めたくない」と思い、

短大に進学した。短大では少し見えにくさを感じた。黒

板の文字は見えるが、ホワイトボードが見えづらい。実

習では、自分ではそれほど見えないという感覚はなかっ

たが、見えないから子どもがケガをしたり、ぶつかって

しまったということがないようにすごく気を遣って参加

したのを覚えている。 

 

 

保育士の資格を取り、初めて家族以外に目の病気のこ

とを話して就職活動をした。自分では伝えることに抵抗

はなかったが、面接で「勇気を出して話してくれてあり

がとう」と言われた。「どれぐらい見えるか？」という

質問には、自分が見えていないという実感があまり持て

ていなかったため、うまく答えられなかった。自分の実

力不足か目の病気のせいか分からないけれど、不合格通

知ばかりで辛かった。 

そんな時、24時間テレビに私より一つ年上の視覚障が

い者の女性が出演されていた。その時、耳に飛び込んで

きたのが「網膜色素変性症」という病名だった。「全盲

で光を感じるだけ」というコメントを聞き、こんなに若

くして見えなくなってしまう病気だったのかと思い、涙

が止まらなかった。私が初めてこの病気を理解した瞬間

だった。その頃から、「明日の朝、見えなくなるので

は？」と今まで考えたこともなかった不安や、「あと何

年見えるのだろう」といろいろな思いが出てきた。 

「これでは保育士になれない」と母に電話をしたとこ

ろ、「まだ諦めるのは早い」と就職活動を応援してくれ

た。そして見つかったのが田原市の神戸保育園で、臨時

職員として 3 年間保育士を務めることができた。私にと

「心の鏡で見えてきたこと 

～自分らしさを見つけて～」 

東三河午さん交流会 第 220回 

視覚障がい者団体「さくらんぼ」 代表 柳田 知可氏 

●はじめに 

●網膜色素変性症であることが発覚 

●保育士の夢がかなった３年間 
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っては夢のかなったかけがえのない 3 年間であった。し

かし、少しずつ見えにくさを実感していく 3 年間にもな

った。自分が書いた字が枠からはみ出している。紙芝居

の文字が重なり合って見え、子どもたちの前で詰まって

しまったこともあった。絵本は家で丸暗記した。色も少

しずつ間違うようになった。まわりの先生たちに協力し

てもらいながら務めた。 

 

 

 結婚して、2010年に長男、2013年に長女が誕生。その

頃から、今までできていた日常生活ができないくらい視

力が落ちてきた。ご飯を炊くときに水の量が分からない。

買い物に行ってもどこに何があるのか分からない。信号

が分からず青信号を何度も見送った。鏡で自分の顔が見

えなくなり、メイクができなくなった。私はこのまま何

もできなくなっちゃうんだと本当に思っていた。 

 親や主人がいろいろ助けてくれるが、その優しさが辛

かった。「いつも助けてもらってばっかりで、私は誰に

もありがとうと言われない」と思った時から、素直に

“ありがとう”が言えなくなっていた。 

 そんな時、子どもたちと小児科に行った。行き慣れた

小児科で入り口は分かっていたけれど、息子が私の手を

一生懸命引っ張ってスロープのある場所に案内してくれ

た。2 歳の息子が安全な場所に導いてくれたことに心を

打たれ、「“僕のお母さん”と子どもに自信を持って言っ

てもらえるお母さんになりたい」と決心した。 

できないことが増えるなら、できることを増やせばい

い。今までやったことがないことにチャレンジしようと、

独学で点字を勉強し、白杖体験にも足を運んだ。視覚障

がい者団体の集まりにも行った。視覚障がい者の話を聞

くなどして、今まで諦めていたことは何でもできるとい

うことが分かった。ご飯の水の量は手の感覚で、信号は

音による聴覚で、メイクは鏡がなくても手の感覚で、少

しずつ自分でできるようになった。 

 子どもたちが幼稚園に入った頃、「子どもたちにとっ

ては晴眼者のお母さんよりできないことがある。じゃあ、

そのお母さんたちがやっていないことをやってみよう」

と思い、ギターを習い始めた。ギターに出会って半年後

に、24時間テレビの「はじめてのおつかい」に親子で出

演。日本武道館で一青窈さんの「ハナミズキ」の伴奏を

弾かせていただく機会に恵まれた。 

 24時間テレビでは、女優の石原さとみさんが家を訪ね

てくれた。石原さんとは同い年で、初めて会うのに久し

ぶりに会った友達のようにいろいろな話ができた。撮影

中はもちろん、休憩中や食事中もずっと一緒にお話して

いた。女優の悩みと視覚障がい者の悩みには実は共通点

があり、考え方もすごく似ていて、短い時間だったがと

ても身近な存在に感じられるようになった。最後に、

「私たちにしかできない事をやろうよ！」と、背中を押

してもらった。 

 

 田原市には視覚障がい者団体がないことから、健常者

に視覚障がい者のことをたくさん知ってもらいたいとい

う気持ちと、視覚障がい者同士が話すことで分かり合う

ことができたらいいなと思い、視覚障がい者団体「さく

らんぼ」を立ち上げた。 

視覚障がい者が楽しめることがたくさんあるというこ

とを発信するために、その頃から音楽活動も始めた。副

代表の石原さんは二胡という楽器を弾き、一緒に福祉施

設などを訪問させていただいている。その時、おじいち

ゃんやおばあちゃんたちが、「元気をもらえた」、「あり

がとう、また来てね」と言ってくれる。感動して泣いて

いる方もいた。その言葉が、家族以外からもらった久し

ぶりの「ありがとう」で、心に響き、本当に嬉しかった。

その時に、私もまだ誰かのために何かできることがある

んじゃないかと思った。 

 成章高校の「寄付ゼミナール」で、寄付金をいただき、

視覚障がい者のことを知ってもらうために音楽会を開き、

田原市に音響信号や点字ブロックを増やしたいというこ

とで、募金活動もさせていただいた。たくさんの方が足

を運んでくださり、応援していただいた。募金は、「福

祉のまち」実現の気持ちを込めて、田原市福祉基金に寄

付した。音響信号や点字ブロックを増やしてほしいとい

う要望書を出し、2 月 2 日に渥美地区に初めて音響信号

機が設置された。 

とても嬉しかったが、1 週間で警察から「苦情があっ

たので音を少し小さくさせてほしい」という電話が入っ

た。少し寂しい気持ちになったが、視覚障がい者には大

切なものでも、健常者にとってはうるさいという気持ち

もよく分かる。点字ブロックは車椅子の方にはとても不

便だったりする。視覚障がい者が住みやすいまちをつく

ることは、音響信号や点字ブロックが増えることもそう

だが、一番大事なのは、視覚障がい者のことをもっとた

くさんの人に知ってもらうこと。視覚障がい者を見守っ

てくれて、困っていたら声を掛けてくれる。そんなまち

が安心して暮らせるまちだと思う。危ない所には音響信

号などが必要だが、それがなくても視覚障がい者が外に

出たいと思えるようなまちになったらいいと思っている。 

 私はこの目の見えにくさを、自分らしさだと思えるよ

うになった。今でも見てみたいものはたくさんあるし、

子どもたちと見たい景色もたくさんある。落ち込んだり

もするが、この病気だからこそ出会えた人がいて、この

病気だからこそできる経験があり、この病気だからこそ

出会えた思いや気持ちがある。それが今の私にとても大

事なことだと思っている。今までは短所だとか駄目なと

ころだと思っていたが、今は、この目の病気が自分のい

いところだとも思えるようになった。これからもこの目

の病気と共に、子どもたちと共に、楽しく笑顔で歩んで

いきたい。 

●できないことより、できることを！ 

●視覚障がい者団体「さくらんぼ」設立 
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 SDGs(持続可能な開発目標)は、2030 年までに達成すべ

き17のゴールから構成されており、一つひとつにゴール

を達成するための具体的な目標＝ターゲットが設定され

ている。例えば、12番の「つくる責任つかう責任」には、

「開発途上国の開発状況や能力を勘案しつつ、持続可能

な消費と生産に関する10年計画枠組みを実施し、先進国

主導の下…」とあるが、ターゲットを細かく解析して対

応するのは人的資源と時間、労力が掛かるため難しい。

そこで日本では、国際的な目標を理解しつつ、アイコン

に書かれていることをみんなで変えていこうといった取

組が主に行われている。 

SDGs の 17 のゴールは大きく 5 つに分類することがで

きる。1～6 は人間・人権に関わる問題(貧困、飢餓、健

康・福祉、教育等)、7～11 は経済・豊かさに関わる主に

先進諸国の課題(エネルギー、イノベーション、働き方

等)、12～15 は地球・環境の問題(資源、気候変動、生物

多様性等)がまとめられていて、16 の平和、17 のパート

ナーシップは独立している。 

SDGs の前身は 2000 年の「ミレニアム開発目標」MDGs

で、貧困問題、ジェンダー平等、幼児死亡率の引き下げ、

妊産婦の健康状態の改善、HIV、マラリア等の疾病の蔓

延防止等、8 個のゴール全てが人権に関する問題であっ

た。開発途上国の経済発展により幼児死亡率、妊産婦の

健康状態、感染症の問題は解決されていったため、SDGs

には引き継がれなかった。一方で、環境問題や気候変動

といった課題が大きく首をもたげてきた。 

 

 

 菅前首相は、2050 年までに温室効果ガスの排出を全体

としてゼロにする、カーボンニュートラルを宣言した。

これは「13・気候変動に具体的な対策を」に関連する問

題で、カーボンニュートラル・脱炭素は新聞で目にしな

い日はないくらい、世界で大きな課題となっている。

CO₂排出量をゼロにするということではなく、海や土壌

等が CO₂を吸収する炭素循環という仕組みが地球にはあ

るため、人間が排出する CO₂を自然界が吸収する量に抑

え、これ以上大気に放出しないようにするのがカーボン

ニュートラルの考え方である。 

先日、トヨタ自動車㈱がEV戦略を発表したが、欧州で

は2035年にハイブリッド車を含めたガソリン車の新車販

売を事実上禁止する案が発表されており、これから電気

自動車の時代が訪れる。ただ、日本では発電において大

量の CO₂を出している事実がある。日本は原発が使えず、

再生可能エネルギーもなかなか普及しない。電力の約 7

割を火力発電で賄っており、日本では脱炭素＝エネルギ

ー戦略である。 

「5・ジェンダー平等を実現しよう」関連では、ファミ

リーマートの「お母さん食堂」に対し、高校生が抗議の

声をあげた。美味しいご飯を作るのはお母さんの役割な

のかということで、企業がジェンダー意識の欠如によっ

て炎上した案件である。人権問題への理解やジェンダー

意識の欠如は企業にとってのリスクになっている。 

私が子どもの頃は「肌色」の色鉛筆を当たり前に使っ

ていたが、今の子どもたちは「肌色」という言葉を知ら

ない。肌の色には多様性があり、特定の色を指して「肌

色」と定義することが問題となったことから、今は「薄

だいだい色」や「ライトベージュ」という言葉が使われ

る。プライベートブランドの下着に「肌色」と表記し、

全品回収されたこともあった。これは「10・人や国の不

平等をなおそう」の関連で、こういった何気ないところ

に、我々の無意識の人権問題がはらんでいる。 

「1・貧困をなくす」というゴールは開発途上国の問題

だと思われがちであるが、日本でも絶対的貧困が存在す

る。日本では相対的貧困は 6 人に 1 人と言われていたが、

コロナ禍がそれに拍車を掛け、職を失い絶対的貧困に陥

っている家庭が増えているというデータがある。貧困問

題も決して遠い国の話ではない。 

「12・つくる責任つかう責任」に関連し、アメリカで

修理業者たちが「SAY YES TO REPAIR」の横断幕を掲げ、

修理する権利を主張した。アップルのパソコンやスマホ

の画面が割れた際、まちの修理屋さんでは純正のガラス

は手に入らず、アップルストアに持ち込まなければなら

なかった。家電も同様で、壊れたらメーカーに送り、メ

ーカーしか持っていない部品と工具で修理をするが、モ

ノを長く大事に使いたいと考えた時に、もっと修理しや

すいように、少なくとも部品と工具は市場に供給しては

どうかということである。これに即座に反応したのはア

「ＳＤＧｓの基本理解と企業活動への実装」 

東三河グローアップミーティング 第５回 

(株)新東通信／(一社)中部ＳＤＧｓ推進センター 細戸 健氏 

●ＳＤＧｓの基本理解 
 

●私たちの身近で確実に変わりはじめる世の中 
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ップルで、まずはアメリカから修理業者に純正部品の供

給を開始するなど、世の中は変わり始めている。 

 「11・住み続けられるまちづくり」関連では、日本の

人口は減少し続けている。昨年、秋田県の人口が90年ぶ

りに 100 万人を下回り、昭和 5 年以前の水準になった。

このように戦前のレベルにまで人口が減少する県、市、

町がこれから増えることは明らかである。そういった地

域社会が果たして持続していくのか。地域に暮らす担い

手が本気で考えていかなければならない。 

「14・海の豊かさを守ろう」に関連しては、プラスチ

ック新法案等があり、プラスチックはできるだけ使わな

いという世の中の流れになっている。このように何気な

いニュースを見ても、世の中が具体的に変わってきてい

る実感が日々ある。そういった変化を捉えてビジネスや

地域貢献に活かすことが、これからのビジネスマンにと

って重要な課題ではないだろうか。 

 

 

 グローバル資本主義に則って南アジアや南アメリカ、

東欧諸国など、少し前まで開発途上国と呼ばれていた国

が軒並み経済発展を果たした。人口も爆発的に増え、世

界人口が 2050 年までに 96 億人に達するとすれば、2050

年に今のライフスタイルを維持するには地球が 3 つ必要

だと言われている。資源の問題もあるが、人々が CO₂を

排出し続けることで気候変動を招き、人が暮らすことの

できない星になってしまうと危惧されており、SDGs が世

界で注目されている。 

 日本でSDGsが注目される一番大きな理由は、人口減少

だろう。すでに若年人口を中心に急激に減少をはじめて

おり、この 50年は 1年で鳥取県が 1県なくなるほどのス

ピードで減少すると推計されている。人口が減ると経済

的には絶対的に低成長になり、消費世代が減る、担い手

が減る、雇用ができないなど様々な問題が生じる。一方

で、高齢者は増え続けるため、若い世代がどのように支

えていくのか。ここまで急激な人口減少を経験する国は、

世界で日本と韓国だけだと言われている。つまり、前例

がない状態で人口減少を迎え、地方経済は成り立つのか、

地方社会は成立するのかといったことが喫緊の課題とな

っている。 

 

 

 SDGs は企業活動の様々な側面に影響を及ぼす重点課題

として捉えられており、企業への影響として、①市場や

消費者、②新卒人材、③資金の流れ、④パートナーシッ

プの 4つが変わり始めている。 

最近は、サステナブルな価値を持った商品やサービス

を提供しているかといった、企業の姿勢が問われるよう

になっている。例えば、アパレルは環境負荷が大きい産

業で、その中の一つに毛皮がある。生き物を犠牲にする

オシャレはカッコ悪いということで、有名ブランドが相

次いでリアルファー廃絶を表明している。ウミガメに刺

さったプラスチックストローを抜いている動画が投稿さ

れると瞬く間に世界中にシェアされ、それに対してスタ

ーバックスやマクドナルドなどのグローバルブランドが

即座に反応した。柔軟な企業姿勢、世の中が変わったら

すぐに変わる企業がこれから勝ち残っていくのだろう。

また、サステナブルという言葉をCM等でよく耳にするよ

うになった。そのような企業広報を行っている会社でな

ければ、消費者からも理解を得られない世の中に変化し

ているということである。 

 Education for Sustainable Development(ESD)という言

葉がある。学習指導要領にSDGsの教育が入り、愛知県の

公立中学校では夏休みの宿題にSDGsの作文が出されるこ

ともある。ポイントは、ESD 教育を受けた子どもたちが

これから社会に出てくるということである。大学生向け

の『SHUSHOKU Walker』ではSDGs特集が組まれ、人材を獲

得する上でもSDGsへの取組を示すことは重要である。企

業がそれを呼応していくことが必要だろう。 

資金の流れについて、上場企業は ESG 投資に注目して

いる。ESG 投資とは、環境・社会・ガバナンスに配慮し

た責任ある投資を求める動きである。以前は儲かってい

る企業に投資して大きなリターンを得ることが重視され

ていたが、社会的な活動や環境への取組を評価して投資

に反映させるという国際的な枠組みが作られ、今、変わ

ろうとしている。これからの企業は、社会のために何を

考えて、何をするのか、といったことが大きく問われて

いくだろう。 

 パートナーシップについては、地方自治体を対象とし

た内閣府「SDGs 未来都市」認定制度があり、豊橋市も認

定されている。認定されると国から様々な支援を受ける

ことができるが、一番のネックは、自治体だけでできる

ことは限られているということだ。そこで重要になるの

が、地域の企業や学校、NPO などとパートナーシップを

組んで一緒に取り組んでいくことである。未来都市に認

定された自治体は、まずパートナー登録制度を作る。行

政主導でプラットフォームを作り、そこに企業や学校等

にパートナー登録をしてもらう形である。SDGs に取り組

んでいる地元企業等とパートナーシップを組んで地域を

より良くしていこうという取組は、SDGs 未来都市制度が

できて加速しており、愛知県では豊橋、豊川、豊田、岡

崎など三河地方で盛んに行われている。 

 

 

「SDGs Issue」について、日本では環境(気候変動、生物

多様性、海洋汚染等)、経済(Society5.0、経営ビジョン、

情報開示等)、社会(多世代共生、多文化共生等)の3側面

で整理されることが多い。それらの様々な問題を複合的

に捉え、ビジネスチャンスにつなげることが重要である。 

●ＳＤＧｓが注目される理由 

 

●ＳＤＧｓ潮流が及ぼす企業への影響 
 

●ＳＤＧｓ Ｉｓｓｕｅ 
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最近は、CO₂排出量を開示する企業が増えているが、

カーボンニュートラルに向けて、自社事業における CO₂

排出量の削減目標を開示することも必要である。 

資源調達に関する人権問題では、綿花の栽培地である

中国ウイグル地区での児童労働の搾取によって、世界的

な訴訟となった。また、アフリカでは児童労働で採掘さ

れているレアメタルも非常に多く、アップルやテスラが

訴えられている。充電バッテリーに使われるレアメタル

の採掘過程で児童労働が発覚すると、どういうつもりで

使っていたのか、知っていたのかと企業が訴追される事

態となっており、使用している資源や原材料に人権問題

はないことを情報開示しないことは、企業にとってリス

クになることがある。 

 今後、大きなビジネスチャンスになるのではないかと

注目を集めているのが、サーキュラーエコノミー(循環

型経済)である。単なるリサイクルとは違い、最初から

循環させるつもりでモノを作るということである。例を

挙げると、ブリジストンは再利用を前提としたリトレッ

ドタイヤを作っている。タイヤの外側だけ剥がして張り

直し、何回でも使えるタイヤを開発し国際的に表彰され

た。最初から繰り返し使う事を前提としてモノを作って

いく、そういったサーキュラーエコノミーにも企業は取

り組んでいかなければならない。また、太陽光や風力、

水力等の再生可能エネルギーへの転換も、ビジネスチャ

ンスになっている。 

 「地方循環共生圏」とは、地域単位でヒト、モノ、コ

トを循環させて有効利用し、持続的な発展をしていくも

のである。地域で作られた再生可能エネルギーを使い、

地域単位で CO₂排出量をゼロにする、いわゆるカーボン

ニュートラルのミニ版を各地域で達成していくことや、

地産地消も同様である。遠くの産地から輸送することは

CO₂を多く排出することになるため、移動距離のできる

だけ短い地域で消費する。このように地域単位で 1 つの

循環社会を作るという考えが重視されており、それが人

口減少における地域の、持続可能な一つの在り方なので

はないだろうか。 

 

 

 SDGs に取り組むためのキーワード「アウトサイド・イ

ン」とは、企業が「自社の強み」と「社会の方向性」を

掛け合わせて、成長モデルを描くための思考である。全

く誰も見たことのない新しいモノを作り、それを欲しが

る人を中心に市場を作っていくことを「プロダクト・ア

ウト」という。代表的な企業はアップル社で、ipod や

iPhone を作って市場を変えた。一方、「マーケット・イ

ン」は、市場のニーズをしっかり捉え、皆さんが欲しが

るモノ、これから欲しくなるモノを捉えて作っていくこ

とである。 

「アウトサイド・イン」は、目の前の顧客だけではな

く、これからの社会がどう変わっていくのかを見据えて、

そこから明日の技術を考えていくことである。短期的な

利益にはつながりにくく営業には馴染まないかもしれな

いが、激変していく社会の中で生き残っていくために、

キーワードとして知っておいていただければと思う。 

 

 

 企業と地域社会の関係性の中で、地域社会における企

業の役割とは、地域経済の担い手、雇用の維持に加え、

地域に根ざした新しい「社会的価値創造」である。これ

までは、企業は地元の顧客のためにより良いもの、より

良いサービスを提供し、利益を得て地元の人々を雇用す

る、あるいは地元に納税するだけで十分であったが、こ

れからは、地域に根ざした新しい価値を創造する姿勢が

必要となっていくだろう。 

 SDGs は、CSR、ESG、CSV を経て、持続可能な社会の発

展を目指したイニシアチブとして 2015 年に登場した。

CSR は、経団連等の後押しで 2000年代から日本企業で普

及した。寄付をする、木を植える、工場の周りを清掃す

るなど、社会にとって良いことを企業が一生懸命考えて

取り組んできた。今も CSR 活動を継続している企業はた

くさんある。 

そういった時代の後、2006 年から、投資家も社会的責

任を持って企業を評価する ESG 投資が台頭した。投資家

に対して、社会貢献している企業をしっかりと応援・支

援する国際的な枠組みが作られたが、リーマンショック

等の影響で世界が不景気になった際、企業は軒並み CSR

活動を止めてしまった。つまり、自社の利益を確保でき

ない中で、社会のためにお金を使うことはできないとい

うことだ。業績が傾いたり、景気が悪くなったりすると、

途端に継続できなくなってしまう。 

そこで生まれたのが、CSV(Creating Shared Value)とい

う考え方で、経済的価値と社会的価値の同時実現である。

CSR や ESG の時代を経て、自社の利益を吐き出して社会

貢献するという企業の CSR の在り方は間違っていて、社

会のために良いことをしながら利益を得るということこ

そ、持続可能な CSR 活動になっていくと考えられるよう

になった。社会貢献がビジネスとして成立し、自社の利

益につながっていなければならない。これが大きな転換

点であった。 

そういった経緯を踏まえて、今のSDGsがある。SDGsの

1番から 17番を何かしら絶対にやらなければならないと

考え、例えば、企業の利益を削ってまで開発途上国を支

援するということではなく、支援をする活動が自分たち

のビジネスとして成立している、自分たちの利益になっ

て還ってくるという考え方が重要である。 

●ＳＤＧｓに取り組むためのキーワード 
 

●地域社会における企業の存在意義 
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◇第450 回 東三河産学官交流サロン 
日 時：令和 4 年 4 月 26 日(火)18:00～20:30 
場 所：ホテルアークリッシュ豊橋5階「ザ・グレイス」 
講 師：豊橋技術科学大学 加藤 茂氏 
テーマ：「干潟を測る・知る」 
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場 所：ホテルアークリッシュ豊橋5階「ザ・グレイス」 
講 師：愛知大学 藤井吉隆氏 
テーマ：「地域政策学部食農環境コースの開設と 4 年間

の取り組み」 
講 師：設楽町長 土屋 浩氏 
テーマ：「設楽町が新たなステップへ踏み出すために 
    ～設楽ダムを活用した持続可能なまちを目指して～」 
 
◇第222 回 東三河午さん交流会 
日 時：令和 4 年 6 月 3 日(金)11:30～13:00 
場 所：ホテルアークリッシュ豊橋4階「ザ・テラスルーム」 
講 師：書道家/夏目書道教室主宰 夏目珠翠氏 
テーマ：「ことばで心を豊かに～書道×SNS で 
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テーマ：「未定」 
講 師：㈱糀屋三左衛門 村井裕一郎氏 
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◇第223 回 東三河午さん交流会 
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講 師：豊根村地域おこし協力隊 濱田英一氏 
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